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一
、
は
じ
め
に

令
和
五
年
、
宗
祖
弘
法
大
師
空
海
ご
誕
生
一
二
五
〇
年
の
記
念
の
年
を
迎
え
た
。
空
海
以
降
、
真
言
の
先
徳
た
ち
は
、

宗
祖
の
教
学
を
学
び
、
そ
の
教
学
に
つ
い
て
議
論
し
、
と
き
に
新
た
な
解
釈
を
施
し
て
き
た
。
と
り
わ
け
中
世
期
に
は
、

論
義
に
よ
っ
て
真
言
の
教
学
が
様
々
に
論
じ
ら
れ
、
教
主
義
を
は
じ
め
と
す
る
新
た
な
真
言
教
学
が
誕
生
し
た
。
以
来
、

論
義
は
新
義
学
派
の
教
学
研
鑽
の
中
心
を
担
い
、
そ
の
伝
統
は
今
も
な
お
続
い
て
い
る１
。

本
宗
（
真
言
宗
智
山
派
）
で
行
う
論
義
に
際
し
、
底
本
と
な
る
の
が
聖
憲
（
一
三
〇
七
～
一
三
九
二
）
撰
『
大
疏
百
条
第
三

重
』
と
『
釈
論
百
条
第
三
重
』
で
あ
る
。
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
頼
瑜
（
一
二
二
六
～
一
三
〇
四
）
の
『
大
疏
愚
草
』『
釈
論
愚
草
』

に
基
づ
き
、『
大
日
経
疏
』『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
関
す
る
議
論
を
聖
憲
が
百
題
に
ま
と
め
た
著
作
で
あ
る
。『
大
疏
百
条
第

聖
憲
撰
『
釈
論
百
条
第
三
重
』
翻
刻
・
国
訳

　
　
　

―
《
得
不
問
答
》
―
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三
重
』
は
、『
大
正
蔵
』（
第
七
九
巻
、
二
五
三
八
番
・
二
五
三
九
番
）
に
掲
載
が
あ
り
、
勝
又
俊
教
『
真
言
の
教
学２
』
に
よ
っ

て
算
題
す
べ
て
の
国
訳
が
な
さ
れ
て
い
る
。
一
方
の
『
釈
論
百
条
第
三
重
』
は
、
未
だ
翻
刻
・
国
訳
を
含
め
た
活
字
化
が

な
さ
れ
て
い
な
い３
。

筆
者
は
こ
れ
ま
で
、『
釈
論
百
条
第
三
重
』巻
一
よ
り《
大
乗
通
局
》《
顕
論
密
論
》《
不
二
顕
密
》《
不
二
機
根
》《
三
分
機
根
》

《
前
門
後
法
》
の
翻
刻
・
国
訳
を
行
っ
て
き
た４
。
本
稿
は
そ
れ
に
続
き
、《
得
不
問
答
》
を
取
り
上
げ
、
翻
刻
・
国
訳
を
行
い
、

併
せ
て
引
用
文
の
出
典
等
を
明
記
し
て
い
く
。

二
、
論
題
概
要

《
得
不
問
答
》

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
に
お
け
る
三
門
得
不
の
問
答
中
の
「
是
の
摩
訶
衍
の
法
は
諸
仏
に
得
せ
ら
る
や
。
能
く
諸
仏
を

得
す
。
諸
仏
は
得
す
や
。
不
な
る
が
故
に
」
の
文
が
、
人
と
法
を
相
望
し
て
得
不
を
問
答
し
て
い
る
の
か
、
人
と
人
を
相

望
し
て
得
不
を
問
答
し
て
い
る
の
か
を
論
ず
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
文
は
、
空
海
の
『
弁
顕
密
二
教
論
』
や
『
十
住
心
論
』
に
も
引
用
さ
れ
る
。
空
海
は
、『
十
住
心
論
』
の
中
で
こ

の
文
に
つ
い
て
、「
初
め
に
諸
仏
と
言
っ
ぱ
真
如
の
諸
仏
を
指
す
。
次
の
諸
仏
は
亦
た
真
如
門
の
諸
仏
な
り
。
能
く
得
す

と
は
言
わ
く
不
二
の
諸
仏
な
り
」
と
釈
し
、
人
人
相
望
で
あ
る
旨
を
判
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
答
者
は
宗
家
（
空
海
）
の
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意
に
従
い
、
人
人
相
望
し
て
得
不
を
論
ず
る
も
の
で
あ
る
と
の
立
場
を
取
る
。

こ
れ
に
関
す
る
直
接
的
な
論
義
は
、
頼
瑜
『
釈
論
愚
草
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。『
釈
論
愚
草
』
に
お
い
て
こ
の
文
（
三
門

得
不
の
問
答
）
に
該
当
す
る
論
義
は
、『
釈
論
第
一
愚
草
』
下
《
二
十
六
、
因
海
果
海
摂
不
摂
事
》
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
果

海
が
因
海
を
摂
得
す
る
か
否
か
を
論
ず
る
も
の
で
、
人
法
相
望
か
人
人
相
望
か
を
論
ず
る
『
釈
論
第
三
重
』《
得
不
問
答
》

と
は
論
点
が
や
や
異
な
る
。

【
付
記
】
本
稿
に
お
け
る
翻
刻
・
国
訳
に
際
し
、
便
宜
を
い
た
だ
い
た
各
位
、
殊
に
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
に
は
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

三
、【
翻
刻
・
国
訳
】
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
所
蔵
『
釈
論
百
条
第
三
重
』
巻
一

【
凡
例
】

一
、
本
翻
刻
・
国
訳
は
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
版
本
『
釈
論
百
条
第
三
重
』（
書
架
番
号
：

１
０
０
２
５
）
巻
一
に
お
け
る
《
得
不
問
答
》
の
翻
刻
・
国
訳
で
あ
る
。
な
お
、
必
要
に
応
じ
て
、
天
和
二
年
版
『
釈

論
百
条
第
三
重
』（
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
所
蔵
本
・
書
架
番
号
：
２
３
５
６
１
）、
運
敞
撰
『
大
疏
啓
蒙
第
一
』（
川
崎
大

師
教
学
研
究
所
所
蔵
本
・
書
架
番
号
：
１
０
０
２
４
）
も
参
照
し
た
。
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二
、
本
資
料
（『
釈
論
百
条
第
三
重
』
巻
一
）
の
書
誌
情
報
は
、
鈴
木
二
〇
二
〇
参
照
。

三
、
翻
刻
に
当
た
っ
て
は
以
下
の
形
式
に
基
づ
い
た
。

①
漢
字
の
表
記
は
原
則
と
し
て
底
本
に
従
っ
た
が
、
一
般
的
で
な
い
異
体
字
・
略
字
等
は
通
用
の
字
体
に
改
め
た
。

②
振
り
仮
名
、
送
り
仮
名
、
返
り
点
の
表
記
も
底
本
に
従
っ
た
。
但
し
、「
シ
テ
」「
ナ
リ
」「
コ
ト
」
等
の
片
仮
名
の

略
字
は
開
い
て
表
記
し
た
。

③
割
注
は
該
当
箇
所
を
〈　

〉
に
て
括
っ
た
。

④
底
本
の
明
ら
か
な
誤
植
等
は
適
宜
改
め
た
。

四
、
国
訳
に
当
た
っ
て
は
以
下
の
形
式
に
基
づ
い
た
。

①
本
文
中
に
使
用
さ
れ
て
い
る
旧
字
等
は
通
用
の
字
体
に
改
め
た
。

②
書
名
に
は
『　

』、引
用
文
に
は
「　

」
を
付
し
、可
能
な
限
り
出
典
を
示
し
た
。
書
名
・
出
典
の
略
号
は
以
下
の
通
り
。

『
釈
論
』　　
　
　
　

龍
樹
『
釈
摩
訶
衍
論
』

『
疏
』　　
　
　
　
　

法
敏
『
釈
摩
訶
衍
論
疏
』

『
通
玄
鈔
』　　
　
　

志
福
『
釈
摩
訶
衍
論
通
玄
鈔
』

『
賛
玄
疏
』　　
　
　

法
悟
『
釈
摩
訶
衍
論
賛
玄
疏
』

『
記
』　　
　
　
　
　

普
観
『
釈
摩
訶
衍
論
記
』

『
起
信
論
』　　
　
　

馬
鳴
『
大
乗
起
信
論
』



―65―

聖憲撰『釈論百条第三重』翻刻・国訳（鈴木）

『
二
教
論
』　　
　
　

空
海
『
弁
顕
密
二
教
論
』

『
大
疏
』　　
　
　
　

善
無
畏
・
一
行
『
大
日
経
疏
』

『
大
正
蔵
』　　
　
　
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』

『
卍
続
』　　
　
　
　
『
卍
続
蔵
経
』（
ｚ
本
）

『
弘
大
全
』　　
　
　
『
弘
法
大
師
全
集
』

『
興
大
全
』　　
　
　
『
興
教
大
師
全
集
』

③
割
注
は
該
当
箇
所
を
〈　

〉
に
て
括
っ
た
。

④
底
本
に
は
段
落
・
改
行
が
殆
ど
な
い
た
め
、
内
容
を
考
慮
し
、
適
宜
段
落
を
分
け
て
改
行
を
試
み
た
。

⑤
底
本
に
お
い
て
、
引
用
文
に
は
返
り
点
が
付
さ
れ
て
い
な
い
が
適
宜
書
き
下
し
た
。

⑥
翻
刻
に
際
し
、
送
り
仮
名
は
版
本
の
通
り
に
付
す
こ
と
を
心
掛
け
た
が
、
国
訳
す
る
に
当
た
っ
て
不
足
の
送
り
仮
名

を
補
っ
た
。

⑦
引
用
文
に
省
略
が
あ
る
場
合
は
、
必
要
に
応
じ
て
（　

）
に
て
補
っ
た
。

⑧
底
本
の
明
ら
か
な
誤
植
、
ま
た
運
敞
に
よ
り
誤
り
と
指
摘
さ
れ
る
箇
処
は
、
修
正
し
た
う
え
で
国
訳
し
た
。

註
１	

現
在
の
本
宗
で
は
、
論
義
法
要
と
し
て
冬
報
恩
講
と
竪
義
が
行
わ
れ
て
い
る
。
報
恩
講
は
元
来
、
夏
は
『
釈
摩
訶
衍
論
』、
冬
は
『
大
日
経
疏
』
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に
関
す
る
論
義
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
い
つ
の
時
代
か
ら
か
夏
報
恩
講
は
廃
絶
し
、
現
在
は
冬
報
恩
講
の
み
行
わ
れ
、
毎
年
『
大
疏
第
三
重
』
の

中
か
ら
七
条
十
四
題
の
論
義
が
出
題
さ
れ
て
い
る
。
竪
義
は
、「
疏
十
釈
二
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、『
大
疏
第
三
重
』
第
十
巻
と
『
釈
論
第
三
重
』

第
二
巻
か
ら
論
題
が
選
ば
れ
る
。

２	
勝
又
俊
教
『
真
言
の
教
学
』（
一
九
八
一
、
国
書
刊
行
会
）

３	

但
し
、《
法
義
勝
劣
》《
二
門
峙
立
》《
立
義
法
数
》《
自
門
心
念
》《
無
為
第
八
》
は
、
新
義
真
言
研
究
会
『
大
疏
第
三
重
・
釈
論
第
三
重
の
研
究
』

（
二
〇
〇
一
、
大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
）
の
中
で
翻
刻
・
国
訳
が
な
さ
れ
て
い
る
。

４	

鈴
木
晋
雄
「
聖
憲
撰
『
釈
論
百
条
第
三
重
』
翻
刻
・
国
訳　

―
《
大
乗
通
局
》《
顕
論
密
論
》《
不
二
顕
密
》
―
」（『
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
紀
要
』

五
、二
〇
二
〇
）、「
聖
憲
撰
『
釈
論
百
条
第
三
重
』
翻
刻
・
国
訳　

―
《
不
二
機
根
》《
三
分
機
根
》
―
」（『
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
紀
要
』
六
、

二
〇
二
一
）、「
聖
憲
撰
『
釈
論
百
条
第
三
重
』
翻
刻
・
国
訳　

―
《
前
門
後
法
》
―
」（『
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
紀
要
』
七
、二
〇
二
二
）
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【
翻
刻
】《
得
不
問
答
》

問
論
文
ニ
是
摩
訶
衍
法
諸
佛
所
得
耶
等
文

今
此
ノ
文
ハ
人
法

相
望
シ
テ
可
レ
云
レ
論
二ト
得
不
一ヲ

乎　

答
依
二
宗
家
ノ
意
一ニ
者
不
レ
尓
也　

今

付
レ
之
不
レ
明
夫
レ

設
二
前
後
兩
番
ノ
問
答
一ヲ

事
ハ
専
為
レ
顕
二カ
因
果
二
分
ノ

不
同
一ヲ

也
若
今
文
盡
二サ
ハ
因
果
一ヲ

後
番
ノ
問
答
何
ノ
用
ソ
乎
故
知
於
二
果

海
一ニ
云
レ
示
二ス
法
勝
人
劣
之
義
一ヲ

事
是
以
慈
行
大
師
釈
二ル
但
可
假	

四
十
二
丁
左
」

人
没
同
果
海
實
法
不
可
果
海
没
同
假
人
一ト

契
二
論
釈
起
盡
一ニ

如
何
答
自
レ
元
所
二
成
申
一
任
二
宗
家
ノ
所
判
一ニ
凡
今
ノ
論
ハ
居
二
権
實
ノ
中

間
一ニ
兼
二
顕
密
ノ
兩
際
一ヲ

故
於
二
三
十
三
法
一ニ
示
二
顕
浅
密
深
之
旨
一ヲ

也

彼
ノ
第
十
巻
ノ
摂
不
摂
ノ
文
既
ニ
因
果
二
佛
相
望
シ
テ
述
下フ
因
佛
不
レ
摂
二

果
佛
一ヲ

之
旨
上ヲ
今
得
不
ノ
問
答
何
ソ
忽
ニ
相
違
乎
故
ニ
大
師
判
二玉
ヘ
リ
初
言

諸
佛
真
如
諸
佛
能
得
者
不
二
諸
佛
一ト

實
ニ
果
海
ハ
人
法
一
躰
ル
カ

故
標
レシ
テ
人
ヲ
云
二
是
摩
訶
衍
法
一ト

因
分
ハ
人
法
各
別
ル
カ
故
云
二
八
種
法

諸
佛
一ト

也
然
ニ
人
師
於
二テ
人
法
不
二
ノ
果
分
一ニ
判
二ス
ル
人
法
相
望
ノ
得
不
一ヲ

之
意
（
甚５
）
背
二
論
ノ
本
意
一ニ
矣
但
至
二
兩
番
無
用
ノ
難
一ニ
者
前
番
ハ
約
二シ
真
生

二
門
一ニ
後
番
ハ
約
二
本
末
二
佛
一ニ
或
前
ハ
果
海
ヲ
為
レ
面
ト
後
ハ
因
海
ヲ
為
レ
本
ト	

四
十
三
丁
右
」
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故
ニ
兩
番
ノ
問
答
何
成
二ン
無
用
一
乎
次
ニ
人
師
釈
不
レ
叶
二

論
ノ
意
一ニ
其
故
ハ

両
番
問
答
ヲ
ハ
乍
レ
定
二メ

因
果
二
分
一ト

前
番
ノ
人
ヲ
釈
二
仍
属
因
分
一ト

成
二
一

人
二
法
ノ
義
一ヲ

人
既
ニ
因
人
ナ
ラ
ハ
何
前
番
ヲ
定
二

果
分
一ト

乎
加
之
後
番
ノ
菩

薩
二
乗
一
切
異
生
亦
復
如
是
者
異
生
等
可
レ
云
レ
得
二

兩
重

所
入
一ヲ

乎
豈
夫
可
レ
尓
乎
如
レ
是
成
申
者
不
レ
可
レ
有
二
相
違
一
矣

重
難
云
自
レ
元
所
二

難
申
一
為
レ
成
二カ

宗
家
ノ
所
立
一ヲ

所
レ
致
二

愚
推
ノ
假
難
一ヲ

也
凡
不
二
ハ
所
依
ノ
惣
躰
三
十
二
ハ
能
依
ノ
別
相
カ
故
勝
劣
浅
深

不
レ
待
レ
言
ヲ
何
ソ
煩
ク
及
二ン
往
復
問
答
一ニ
乎
故
知
人
法
勝
劣
論
未
レ
見
ヘ

之
故
釈
レ
之
ヲ
云
事
況
又
見
二ニ
兩
番
ノ
問
答
一ヲ

文
勢
既
全
同
也
然
ト
モ

前
番
ヲ
ハ
摩
訶
衍
法
ト
諸
佛
所
得
ト
二
句
ニ

分
テ
為
二シ
因
果
ノ
文
一ト

後
番
ヲ
ハ
該
二テ	

四
十
三
丁
左
」

八
種
法
諸
佛
一ヲ

為
二
一
句
一ト

唯
属
二
因
分
一ニ
事
甚
以
難
レ
思
加
之
後

番
ニ
ハ
八
種
ノ
法
ノ
諸
佛
何
物
ニ
被
レ
得
セ
云
事
不
レ
見
又
忽
ニ
違
二リ
前
番
一ニ
故

知
兩
番
倶
ニ
諸
佛
ト
法
ト
相
望
ス
ト
意
得ヘ
ハ
文
勢
相
順
シ
義
理
周
備
セ
リ
ト
云

事
若
前
後
倶
ニ
成
下ハ
因
海
不
レ
得
二
果
海
一ヲ

之
義
上ヲ
何
ヲ
以
前
番
ヲ
ハ
結
ニ
シ
性

德
圓
満
海
一ト

後
番
ヲ
ハ
結
二シ
玉
ハ
ン
修
行
種
因
海
一ト

乎
但
第
十
ノ
摂
不
摂
顕

密
相
望
ト
云
事
所
レ
不
二
共
許
一
也
大
本
経
ノ
文
ハ
圓
々
海
ノ
果
分
ハ
得
二ト
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遮
那
諸
佛
一ヲ

意
得
ハ
彼
又
人
法
相
望
ノ
摂
不
摂
也
故
ニ
人
師
疏

然
彼
諸
佛
不
能
成
就
圓
々
果
德
諸
佛
劣
故
判
リ
次
ニ
兩
番

問
答
約
二ス
ト
真
生
本
末
一ニ
云
事
不
レ
可
レ
尓
真
生
本
末
ハ
廃
立
ノ
不
同
ニ
シ
テ

非
二

別
躰
ノ
法
一ニ
前
番
ノ
因
佛
不
レ
摂
二

果
佛
一ヲ

之
義
顕
レ
ハ
再
ヒ
挙
レ
之
何
ノ
用
ソ	

四
十
四
丁
右
」

乎
摂
義
多
含
ノ
論
蔵
何
成
二ン
重
言
無
用
一ヲ

乎
又
因
果
ヲ
為
レ
面
ト
事

不
レ
可
レ
尓
倶
成
下ハ
不
レ
得
二
不
二
一ヲ

之
義
上ヲ
者
果
分
ヲ
非
レ
為
レ
面
ト
乎
次
ニ
一

人
二
法
事
設
雖
二
一
人
也
一ト

見
二ル
没
同
果
海
一ト

邉
ヲ
ハ
摂
二
果
分
一ニ
因
法
ヲ

見
二ル
摂
得
一ス
ト
邉
ヲ
ハ
属
二ス
ル
因
分
一ニ
也
因
海
果
海
ト
者
約
二
所
得
ノ
法
門
一ニ
非
二ル
必
シ
モ

能
證
ノ
人
一ニ
ハ
也
次
ニ
二
乗
異
生
等
ノ
事
二
乗
異
生
モ
修
二

因
行
一ヲ

之
時
ハ

可
レ
得
レ
法
ヲ
為

言

慈
行
釈
二ス
ル
菩
薩
等
三
若
修
因
行
亦
能
成
就
一ト

顕
二

此
意
一ヲ

也
若
如
二ナ
ラ
ハ
所
立
一ノ
前
後
菩
薩
等
ノ
三
人
顕
二
何
ノ
義
一ヲ

乎

答
論
蔵
甚
深
シ
テ
含
二メ
リ
二
教
十
心
ノ
義
一ヲ

何
ソ
以
下テ
不
レ
　
ル
知
二

密
義
一ヲ

人
師
所

釈
上ヲ
難
下セ
ン
得
二玉
ヘ
ル
深
意
一ヲ

之
祖
師
ノ
髙
断
上
乎
是
以
二
教
論
ニ
引
二テ
當
巻
得

不
ノ
問
答
第
五
巻
五
重
ノ
問
答
第
十
ノ
摂
不
摂
三
處
ノ
論
釈
一ヲ

為
二　

	

四
十
四
丁
左
」

顕
密
優
劣
之
的
據
一ト

備
二玉
ヘ
リ
二
教
浅
深
之
䂓
摸
一ニ
檢
二タ
ル
ニ
起
盡
ヲ
於
論

蔵
一ニ
第
十
巻
言
諸
佛
者
即
是
不
二
摩
訶
衍
法
文
則
顕
二ス
果
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海
人
法
一
躰
ノ
義
一ヲ

也
准
レシ
テ
彼
ニ
今
云
二

是
摩
訶
衍
法
一ト

可
二

果
佛
一ナ
ル
之

義
決
定
セ
リ
稱
二ス
ル
不
二
摩
訶
衍
一ト

非
二ス
人
法
不
二
ノ
義
一ニ
乎
然
ニ
人
師
於
二

人
法
一
躰
ノ
果
海
一ニ
論
二ル
人
法
相
望
ノ
得
不
一ヲ

事
尤
背
二リ
論
ノ
本
意
一ニ
矣

因
分
ハ
人
法
各
別
也
故
云
二

八
種
法
諸
佛
一ト

也
此
義
既
ニ
分
明
ナ
ラ
ハ

何
被
レレ
テ
抅
二ヘ
顕
相
一ニ
難
二ン
讀
文
ノ
相
違
一ヲ

乎
次
ニ
第
十
巻
ノ
摂
不
摂
人
師
ノ

了
簡
不
レ
可
レ
尓
ル
経
文
其
圓
々
海
德
諸
佛
勝
文
而
ニ
疏
ニ
德
ノ
字
ヲ

改
二テ
得
ノ
字
一ニ
取
レ
義
ヲ
事
不
レ
可
レ
尓
也
因
果
二
人
相
望
ノ
證
據
在
二ル
彼
ノ

文
一ニ
也
次
云
レ
約
二ス
ト
真
生
本
末
一ニ
事
前
番
ノ
真
生
ハ
十
六
能
入
門
後	

四
十
五
丁
右
」

番
ノ
本
末
ハ
十
六
所
入
ノ
法
也
法
躰
既
ニ
各
別
也
何
不
二

再
挙
一
乎

次
為
レ
面
ト
云
事
後
番
ハ
釈
二ル
因
海
一ヲ

之
因
ニ
此
因
海
モ
云
レ
不
レ
得
二
不
二
一ヲ
ハ

也
因
海
果
海
結
文
依
二

此
意
一
也
次
ニ
一
人
二
法
ノ
事
以
二

因
果

二
分
一ヲ

摂
レル
ニ
法
ヲ
無
レ
餘
若
如
二

所
立
一ノ
者
可
レ
有
二
二
分
不
摂
之
法
一
乎

次
二
乗
異
生
ノ
會
釈
難
レ
思
所
得
既
ニ
所
入
ノ
法
也
因
分
修
行
ノ

時
豈
ニ
可
レ
得
レ
之
ヲ
乎
若
至
レ
果
ニ
云
レ
得
レ
之
者
諸
佛
ノ
得
ル
ト
何
ソ
異
乎
故
ニ

知
ヌ

前
番
三
人
ハ
不
二
ノ
菩
薩
等
ナ
ル
故
不
レ
被
レ
得
二
因
佛
一ニ
後
番
ハ
顕
ノ
菩

薩
等
ナ
レ
ハ
顕
下ス
不
レ
得
二
不
二
一ヲ

之
義
上ヲ
也
先
德
指
事
ニ
釈
二シ
玉
ヘ
ル
菩
薩
二
乗
者
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秘
密
曼
荼
羅
十
界
一ト

此
意
也
如
レ
此
成
申
者
御
難
更
無
二

相　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

違
一
矣	

四
十
五
丁
左
」

一
前
番
ニ
ハ
云
二

離
機
離
教
一ト

後
番
ニ
ハ
云
二

有
機
有
教
一ト

之
意
ハ
顕
二ス
ト
因
果

勝
劣
一見
リ
而
ニ
人
師
見
下ル
果
分
ノ
人
法
相
望
因
分
ノ
人
法
相
望
上ト
亡
二ス
ル
ヲ

勝
劣
ノ
義
一ヲ

乎　

答
是
勝
劣
ノ
義
也
一
人
ヲ
置
テ
互
ニ
示
二ハ
果
海
ハ
法
勝

人
劣
因
分
ハ
人
勝
法
劣
義
一ヲ

因
果
ノ
法
ノ
勝
劣
ハ
自
ラ
顕
ル
ル
也
或
又
人

師
ノ
意
ニ
テ
ハ
今
ノ
文
必
シ
モ
非
レ
顕
二ス
ニ
因
果
ノ
勝
劣
一ヲ

欤
釈
二シ
果
海
ノ
様
一ヲ

釈
二ス
ル
因
海
ノ
様
一ヲ

也一
付
二テ
大
師
ノ
御
釈
一ニ
有
二リ
八
難
一
一
ニ
ハ
兩
番
諸
佛
言
同
ナ
ル
ニ
有
二

何
簡
別
一

釈
二玉
ヘ
ル
真
如
生
滅
〈
前
番
〉
本
末
不
二
〈
後
番
〉
等
一ト

乎
二
ニ
ハ
兩
番
ノ
文
點

相
違
〈
在
前
〉
三
ニ
ハ
論
文
ハ
唯
一
重
ノ
問
答
ト
見
リ
耶
ノ
字
ノ
起
盡
可
レ
思
レ
之

而
ニ
兩
番
倶
ニ
釈
二玉
フ
二
重
ノ
問
答
一ト

如
何
四
ハ
諸
佛
得
不
故
ノ
問
ハ
問
下シ
生	

四
十
六
丁
右
」

滅
ノ
佛
得
二
真
如
ノ
佛
一ヲ

耶
上ト
答
ハ
不
レ
得
二
真
如
不
二
一ヲ
云

云
非
二
鐘
谷
ノ
應
一ニ
也

五
ハ
兩
番
無
用
〈
如
先
〉
六
結
文
事
〈
如
先
〉
七
ハ
後
番
ノ
問
ノ
起
リ
ハ
約
二ス
八
種
本

法
一ニ
〈
本
佛
也
〉
而
ニ
種
因
海
ノ
結
文
ハ
通
二セ
リ
本
末
二
佛
一ニ
標
結
相
違
ス
ル
ヲ
乎

八
ハ
前
番
ノ
是
摩
訶
衍
法
諸
佛
所
得
耶
ノ
問
ハ
摩
訶
衍
法
ヲ
望
二メ
テ
諸
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佛
一ニ
問
ス
ル
カ
故
ニ
無
二

相
違
一
後
番
ハ
問
下ス
ル
カ
八
種
法
ノ
諸
佛
ハ
所
レ
得
セ
耶
上ト
故
ニ
望
二メ
テ
何

物
一ニ
作
レト
問
ヲ
云
事
不
レ
見
ヘ
違
二ス
順
前
順
後
ノ
問
難
ノ
例
一ニ６
矣

答
會
二ハ
八
難
一
者
第
一
ノ
難
ハ
聖
智
ノ
特
髙
也
非
二
常
情
之
所
一レニ
及
但

後
番
ハ
本
法
ノ
八
佛
ハ
顕
二レ
タ
リ
論
文
一ニ
以
二テ
能
所
得
之
義
一ヲ

末
法
八
佛
幷
ニ

不
二
ノ
諸
佛
ヲ
ハ
可
レ
知
ル
也
是
ヲ
以
テ
見
上
ル
ニ
前
番
ノ
問
答
ハ
非
二
真
生
不
二
ノ

相
對
一ニ
者
為
二
何
物
一ト
カ

乎
同
辞
ノ
前
後
別
ナ
ル
事
ハ
如
二
念
無
異
相
一ノ
次
ニ
第	

四
十
六
丁
左
」

二
ノ
文
點
相
違
ノ
難
ハ
果
海
ハ
為
レ
顕
二
人
法
不
二
ノ
義
一ヲ

果
佛
ヲ
云
二フ
是
摩

訶
衍
法
一ト

也
第
十
ノ
言
諸
佛
者
即
是
不
二
摩
訶
衍
法
ノ
釈
其

證
也
人
法
必
可
レン
ハ
別
ナ
ル
者
何
釈
二ン
言
諸
佛
者
即
是
不
二
摩
訶

衍
法
一ト

乎
後
番
ハ
因
海
ナ
ル
故
人
法
各
別
ナ
レ
ハ
云
二
八
種
法
諸
佛
一ト

也

問
尓
者
直
可
レ
挙
レ
佛
ヲ
挙
二テ
八
種
ノ
法
一ヲ

何
ノ
用
ソ
乎　

答
本
法
ノ
八
佛
ト

者
源
證
二ス
ル
本
法
一ヲ

之
佛
也
若
不
レシ
テ
挙
二ケ
八
種
ノ
法
一ヲ

只
云
二ハ
ハ
諸
佛
一ト

何
ノ
佛
ト
カ

可
レ
知
ル
乎
故
可
レ
云
二
八
種
ノ
法
ノ
諸
佛
一ト

也
次
第
三
難
ハ
先
釈７
二タ
ル
二
重
ノ

問
答
一ト

之
起
盡
ハ
得
不
故
ノ
文
也
得
不
故
若
非
二
問
答
一ニ
者
不
ノ
字

下
レ
リ
可
レ
云
二
不
得
一ト

故
記
ニ
會
二セ
リ
廻
文
未
盡
一ト

是
枉
タ
ル
會
釈
也
若
諸
佛

得
ヲ
ハ
為シ
二
問
ノ
詞
一ト

不
故
ヲ
ハ
為
二レ
ハ
答
ノ
詞
一ト

任
レニ
文
ノ
釈
ル
ニ
無
二
相
違
一
也
但
至
二
耶
字
ノ	

四
十
七
丁
右
」
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起
盡
一ニ
者
於
二テ
二
重
ノ
問
答
一ニ
一
處
ニ
置
二
耶
ノ
字
一ヲ

一
處
ニ
ハ
不
レ
置
二
耶
字
一ヲ

證

據
ハ
論
ノ
第
一
ノ
帰
敬
序
ノ
釈
ニ
問
レト
シ
テ
不
レル
コ
ト
ヲ
挙
二ケ
地
前
ノ
僧
一ヲ

若
尓
何
故
不
取

地
前
文
問
ノ
辞
ニ
不
レ
置
二
耶
ノ
字
一ヲ

次
下
ニ
問
レト
シ
テ
不
レト
ヲ
挙
二
佛
果
僧
一ヲ

若
尓
何

故
不
別
挙
耶
文
問
ノ
辞
ニ
置
二
耶
ノ
字
一ヲ

也
次
ニ
第
四
ノ
難
ハ
問
畧
答
廣
ハ

聖
教
ノ
常
ノ
習
也
次
ニ
第
五
（
両８
）
番
無
用
ノ
難
ハ
前
番
ノ
真
如
生
滅
ハ
約
二ス
能

入
門
一ニ
真
生
ノ
言
ハ
專
ラ
能
入
門
之
名
ナ
ル
故
後
番
ノ
本
末
ハ
約
二ス
兩
重
ノ
所

入
一ニ
法
ノ
言
ハ
指
二ス
所
入
一ヲ

名
ナ
ル
故
若
尓
ハ
兩
番
何
重
言
ナ
ラ
ン
乎
凡
設
二ル
兩
番
ノ

問
答
一ヲ

事
ハ
前
番
ハ
果
海
ヲ
為
レ
本
ト
故
ニ
問
二シ
テ
何
故
不
二
摩
訶
衍
法
無

因
縁
耶
一ト
乃

至
結
二リ
性
德
圓
満
海
是
焉
一ト

約
二ス
ル
果
分
一ニ
之
旨
分
明
也

後
番
ハ
標
二シ
テ
八
種
本
法
従
因
縁
起
一ト

乃
至
結
二
修
行
種
因
海
是	

四
十
七
丁
左
」

焉
一ト

若
尓
者
設
雖
二
法
門
ノ
分
齊
同
也
一ト

能
所
表
裏
等
ノ
義
別
ナ
ル
故

可
レ
非
二
重
言
一ニ
況
又
前
番
ハ
不
二
ヲ
望
二ミ

能
入
一ニ
後
番
ハ
所
入
ヲ
望
二カ

不
二
一ニ

故
更
ニ
無
二
重
言
ノ
難
一
也
次
ニ
第
六
ノ
結
文
ノ
難
ノ
事
前
番
ハ
雖
レ
挙
二ト
二
門

佛
一ヲ

為
レ
釈
二カ
不
二
一ヲ

也
後
番
ハ
雖
レ
挙
二ト
不
二
一ヲ

為
レ
釈
二カ
本
末
二
佛
一ヲ

也
故
ニ

結
文
ハ
專
ラ
任
二テ
釈
段
ノ
所
存
一ニ
結
ス
ル
也
次
ニ
第
七
ノ
標
結
寛
狭
ノ
難
標
結
ノ

寛
狭
非
二
指
セ
ル
難
一ニ
設
有
二レ
ト
モ
寛
狭
一
何
有
二
相
違
一カ
乎
其
上
挙
二ル
本
法
ノ
八
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佛
一ヲ

事
為
レ
對
二カ
未
法
ノ
八
佛
一ニ
也
既
ニ
不
レ
局
二
本
法
一ニ
何
成
二ン
相
違
一ト

又
後

番
ハ
約
二ト
所
入
一ニ
云
義
ナ
ラ
ハ
能
入
ハ
是
所
入
ノ
上
ノ
義
門
ナ
ル
カ
故
ニ
所
入
ハ
法
躰
ナ
レ
ハ
約
二シ
テ

法
躰
一ニ
云
二フ
種
因
海
一ト

有
二ン
何
ノ
相
違
一カ
乎
次
會
二
第
八
ノ
難
一
者
八
種
法

諸
佛
ト
者
本
法
八
也
釣
二
鏁
ス
ル
カ
八
種
本
法
従
因
縁
起
ノ
文
一ニ
故
本	

四
十
八
丁
右
」

法
ノ
所
レ
對
ス
ル
可
二
未９
佛
一ナ
ル
之
条
理
在
絶
言
ナ
ル
故
且
ク

畧
レ
之
也
摂
義
ノ
論

蔵
ニ
不
レ
可
レ
責
二ム
文
句
之
省セ
イ

一ヲ

一
付
二
人
師
ノ
釈
一ニ
有
二
七
難
一
一
ハ
於
二
人
法
不
二
ノ
果
分
一ニ
論
二
人
法
相

望
得
不
一
事
二
ハ
前
番
二
乗
異
生
不
レト
得
二
不
二
一ヲ
（
云C

）
事
〈
諸
佛
既
ニ
不
得
者
二
乗

異
生
等
ハ
勿
論
故
又
論
二ス
ル
得
不
一ヲ

事
可
レ
約
下ス
以
二テ
不
二
一ヲ

為
中ル
ニ
所
知
上ト
故
ニ
〉
三
ハ
後
番
菩
薩
二
乗
等
可
レ
得
二

所
入
一ヲ

乎
〈
如
先
〉
四
ハ
菩
薩
二
乗
等
既
ニ
人
々
相
望
也
不
二
諸
佛

等
又
可
レ
尓
故
ニ
五
ハ
得
不
故
ノ
文
不
レ
便
ナ
ラ
故
無
際
廻
文
未
盡
云

云

六
ハ
第
十
既
ニ
言
諸
佛
者
即
是
不
二
等
云

云
人
法
不
二
ト
見
リ
七
ハ

得
不
ノ
文
勢
ハ
第
十
摂
不
摂
ト
全
同
也
而
ニ
彼
ノ
摂
不
摂
之
文
ハ
因

海
果
海
ノ
諸
佛
相
望
シ
テ
果
海
ノ
諸
佛
ハ
得
二ス
ト
因
海
ノ
諸
佛
一ヲ
見
リ
其
圓
々	

四
十
八
丁
左
」

海
德
ノ
諸
佛
ハ
果
海
ノ
佛
也
其
一
切
佛
ハ
因
海
ノ
佛
カ
故
ニ
若
尓
者
彼

既
ニ
因
果
二
人
相
望
也
是
豈
不
レ
尓
乎
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答
先
第
一
ノ
難
ハ
果
分
ハ
雖
二ト
モ
人
法
不
二
也
一ト

非
レ
無
二
能
證
所
證
ノ
義
一

能
證
ノ
邊
ヲ
為
レ
人
ト
所
證
ノ
邊
ヲ
為
二ル
果
分
一ト

也
故
ニ
香
象
ノ
釈
云
普
賢
因

人
ノ
所
了
ヲ
為シ
　

二
因
分
一ト

遮
那
果
人
所
了
ヲ
為
二
果
分
一ト
云

云
凡
不
二
而

二
ハ
一
雙
ノ
法
門
也
局
二
不
二
一ニ
不
レ
可
レ
忘
二
而
二
一ヲ

故
ニ
果
海
ノ
佛
ヲ
望
二ニ
果

分
ノ
法
一ニ
有
二
二
ノ
義
邊
一
一
ハ
没
同
果
海
ノ
義
二
ハ
能
證
所
證
ノ
義
也
没

同
果
海
ノ
義
邊
ハ
人
法
不
二
ノ
義
也
人
ヲ
ハ
譬
二フ
百
川
一ニ
果
海
ヲ
ハ
譬
二フ
大
海
一ニ

百
川
没
二
同
シ
ヌ
レ
ハ
大
海
一ニ
百
川
ノ
形
盡
テ
只
成
二ル
一
味
ノ
鹹
水
ノ
大
海
一ト

能
證
ノ

智
没
二
同
シ
ヌ
レ
ハ
果
海
一ニ
所
證
ノ
法
躰
ノ
外
ニ
能
證
ノ
相
盡
カ
故
只
有
二ル
無
相
一	

四
十
九
丁
右
」

一
味D

ノ
果
分
一ノ
ミ
也
次
ニ
會
二
第
二
ノ
難
一ヲ

者
對
二シ
テ
不
二
一ニ
論
二ス
ル
人
法
得
不
一ヲ

事

全
非
下ル
佛
ノ
以
二
不
二
一ヲ

為ス
二ル
所
證
一ト

之
義
邊
上ニ
也
凡
ソ
於
二
三
種
世
間
一ニ
有
二リ

人
法
ノ
義
一
人
ノ
邊
ハ
三
種
世
間
為
二
其
身
心
一
盧
遮
那
佛
也
法
ノ
邊
ニ

有
レリ
二
一
ハ
果
海
三
種
世
間
ノ
諸
法
ノ
各
ニ々
居
二シ
テ
自
位
一ニ
不
レシ
テ
待
二
他
ノ
縁
一ヲ

本
自
成
就
セ
ル
處
ハ
亡
修
離
言
ノ
果
分
ナ
ル
故
ニ
二
ニ
ハ
此
ノ
三
種
世
間
ノ
上
ニ
佛

所
説
ト
シ
テ
開
二テ
重
ノ々
義
門
一ヲ

教
二
授
ス
ル
他
一ヲ

之
邊
ハ
因
分
也
故
ニ
今
菩
薩
二

乗
等
者
挙
二ル
三
種
世
間
ノ
中
ノ
衆
生
世
間
一ヲ

也
假
人
實
法
ノ
義
與

佛
更
ニ
無
レ
異
故
ニ
云
二
菩
薩
等
一ト

也
例
セ
ハ
外
書
ノ
中
ニ
云
下フ
百
姓
ハ
日ヒ
ヒ
ニ
用
レ
ト
モ
不
ト上

レ
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知
ラ
其
意
全
同
也
次
ニ
會
二ハ
第
三
ノ
難
一ヲ

者
先
佛
ノ
得
二ス
ト
因
法
一ヲ

者
法
躰
ハ

不
二
ノ
果
分
也
此
處
ハ
非
二カ
機
根
ノ
所
知
ノ
境
界
一ニ
故
ニ
諸
佛
為
レ
度
レカ

人
ヲ　

	

四
十
九
丁
左
」

於
二テ
無
名
相
ノ
法
一ニ
強
テ
立
二ヲ
名
相
一ヲ

為
二ル
八
種
本
法
等
一ト

也
故
ニ
佛
ノ
所
二ナ
レ
ハ
施

設
假
立
一ス
ル
云
三

諸
佛
得
二ス
ト
因
法
一ヲ

也
菩
薩
二
乗
等
者
挙
二ル
所
化
ノ
機
一ヲ

也
為
二ニ
菩
薩
二
乗
等
一ノ
所
二ノ
施
設
假
立
一ス
ル
之
法
ナ
ル
カ
故
ニ
云
二
菩
薩
等
ノ
所

得
一ト

也
凡
ソ
能
得
所
得
之
義
ハ
主
伴
ノ
有
力
無
力
ノ
義
也
法
若
シ
依
二テ

菩
薩
等
一ニ
起
ル
ト
ナ
ラ
ハ
菩
薩
等
ハ
主
〈
有
力
〉
法
門
ハ
伴
〈
無
力
〉
也
所
依
ハ
有
力

能
依
無
力
ナ
ル
カ
故
ニ
但
鈔
ニ
ハ
菩
薩
等
三
若
修
因
行
亦
能
成
就
文

此
釈
ハ
修
二ト
因
行
一ヲ

云
事
難
レ
得
ニ
其
意
一ヲ

但
以
二
成
レル
機
ト
之
邊
一ヲ

云
二
修
因
一ト

也
若
以
二
所
修
一ヲ

為セ
　

二ハ
所
得
一ト

者
八
種
ノ
本
法
豈
ニ
二
乗
異
生
等
ノ
所

修
ナ
ラ
ン
乎
次
ニ
會
二ハ
第
四
ノ
難
一ヲ

者
菩
薩
二
乗
等
誰
云
二ハ
ン
人
々
相
望
一ス
ト
乎

此
一
段
ハ
設
佛
ニ
ア
レ
設
菩
薩
ニ
ア
レ
對
二シ
テ
八
種
本
法
一ニ
問
答
ス
ト
可
二
意
得
一
也
如
三	

五
十
丁
右
」

前
番
ノ
菩
薩
二
乗
等
ヲ
對
二セ
ン
カ
不
二
一ニ
也
次
會
二
第
五
ノ
難
一ヲ

者
以
二テ
耶
ノ
字
ノ

起
盡
一ヲ

見
二ル
一
重
ノ
問
答
一ト

事
如
二
先
ニ
成
一レカ
之
ヲ
若
尓
者
得
不
故
既
ニ
答
ノ

詞
也
非
二ハ
廻
文
未
盡
一ニ
如
何
又
讀ヨ
　

二メ
ハ
得
ス
ル
コ
ト
不
ナ
ル
カ
故
一ト

設
ヒ
不
レト
モ
廻
レ
文
ヲ
無
二
相

違
一
次
ニ
會
二ニ
ハ
第
六
難
一ヲ

者
即
是
不
二
摩
訶
衍
法
ノ
釈
ハ
雖
レ
似
三ト
本
論
ノ
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諸
佛
ヲ
直
ニ
釈
二ス
ル
ニ
不
二
法
一ト

次
以
下テ
徴
二シ
テ
所
以
者
何
一ト

釈
中ス
ル
ヲ
此
不
二
法
形

於
彼
佛
其
德
勝
故
上ト
見
レレ
ハ
之
指
二シ
テ
本
論
之
諸
佛
一ヲ

為
二
彼
佛
一ト
見
リ
若

尓
者
本
論
ノ
諸
佛
ハ
劣
ニ
不
二
法
ハ
勝
タ
リ
ト
云
事
論
文
分
明
也
故
ニ
知
ヌ

不
二
法
ハ
直
ニ
不
レ
可
レ
呼
二
其
ノ
名
一ヲ

故
ニ
挙
二テ
劣
ナ
ル
人
一ヲ

欲
レシ
テ
顕
二ト
勝
タ
ル
不
二
一ヲ

云
二カ
諸

佛
一ト

故
ニ
釈
二玉
フ
言
諸
佛
者
即
是
不
二
摩
訶
衍
法
一ト

也
人
師
釈
二ス
ル
以

人
顕
法
挙
劣
顕
勝
一ト

叶
二
論
意
一
者
乎
為
レ
證
二カ
此
ノ
人
法
勝
劣
之	

五
十
丁
左
」

義
一ヲ

所
レノ
引
大
品E

花
厳
也
豈
ニ
非
二
人
法
相
望
一ニ
乎
次
會
二
第
七
ノ
難
一ヲ

者
第
十
ノ
人
々
相
望
ノ
摂
不
摂
ノ
事
圓
々
海
德
ノ

ノ々
字
ト
得
ノ
字
ト
意

得
ヘ
ハ
讀
三テ
圓
々
海
ハ
得
二ス
ト
諸
佛
一ヲ

人
法
相
望
ノ
得
不
得
ト
意
得
ニ
無
二
相
違
一

也
但
德
ノ
字
ハ
外
書
云
〈
孝
經
開
宗
明
義
章
〉
德
ト
者
得
也
云

云
或
ハ
又
文
點

云
圓
々
海
德
ハ
諸
佛
ニ
勝
タ
リ
云

云
但
此
義
ハ
勝
ノ
字
下
レ
リ
可
レ
云
二
廻
文
未

盡
一ト

也
所
詮
人
師
ノ
意
ハ
圓
々
海
ハ
法
也
諸
佛
ハ
人
也
故
ニ
見
二
上
下
ノ

人
法
相
望
シ
テ
變F

覆
シ
テ
釈
一スレト
之
也
謂
ク
其
ノ
圓
々
海
德
ハ
諸
佛
ニ
勝
タ
リ
其
ノ
一

切
佛
ハ
不
レ
能
三
成
二
就
ス
ル
コ
ト
圓
々
海
一ヲ

劣
ナ
ル
カ
故
ニ
可
レ
讀
ム
也
上
ノ
諸
佛
與
二ト
ハ
下
ノ
一

切
佛
一
同
シ
佛
也
宗
家
ノ
御
意
ハ
釈
二玉
ヘ
リ
上
ノ
諸
佛
ハ
果
海
ノ
佛
下
ノ
一
切
佛
ハ

因
海
ノ
佛
一ト

諸
ト
一
切
ト
ハ
眼
目
ノ
異
名
也
何
諸
佛
ヲ
ハ
為シ
　

二
果
佛
一ト

一
切
佛
ヲ
ハ　
　

	

五
十
一
丁
右
」
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為
二ル
因
佛
一ト

乎

一
人
師
ノ
意
ニ
テ
兩
番
ノ
菩
薩
等
如
何
可
レ
得
レ
意
乎　

答
於
二
兩
番
一ニ

無
際
ト
餘
師
ト
意
異
也
先
疏
鈔
ノ
意
ハ
有
二
二
義
一
一
不
レル
得
二
不
二
一ヲ

者
ヲ

挙
集
ス
ル
也
必
シ
モ
非
レ
約
二ト
ニ
ハ
契
證
ノ
人
一ニ
如
二
法
花
經
ノ
筭
師
若
筭
師
弟
子
一ノ

也
二
不
二
ハ
自
レ
元
本
自
成
就
ノ
法
ナ
レ
ハ
因
果
二
位
ニ
全
遍
ス
レ
ハ
菩
薩
二

乗
等
モ
不
二
契
證
一セ
没
二
同
彼
ノ
中
一ニ
也
既
ニ
没
同
果
分
ナ
レ
者ハ
　

不
レ
得
二
不
二
一ヲ

也
故
ニ
鈔
云
則
是
没
同
果
分
非
没
同
果
分
相
待
而
説
其

次
三
人
准
此
釈
之
文
又
云
次
菩
薩
等
三
亦
同
於
佛
没

同
果
海
不
可
果
海
没
同
彼
三
文
記
云
又
由
下
諸
佛
融
二シ
テ
三

世
間
一ヲ

為
中
其
身
心
上ト
其
ノ
三
世
間
惣
聚
無
二
差
別
一
即
不
二
法
則	

五
十
一
丁
左
」

佛
與
レ
法
一
躰
シ
テ
無
レ
異
云
何
更
説
二
能
得
所
得
一
故
諸
佛
不
レ
得
二

彼
法
一
若
尓
亦
應
二
法
不
一レ
得
レ
佛
云
何
不
二
能
得
レ
佛
ヲ
耶
由
二
法

軌
持
一
名
レ
得
二
於
諸
佛
一
非
二
能
所
異
而
為
一レ
得
故
文
此
釈
ニ
三
世

間
一
味
無
差
ナ
ル
ヲ
云
二
不
二
一ト

此
不
二
ノ
面
ニ
テ
ハ
不
レ
見
二
人
法
ノ
異
一ヲ

故
ニ
無
二
能

得
所
得
ノ
二
法
一
云
二
非
得
一ト

去
レ
ト
モ
法
具
二
足
ス
レ
ハ
軌
持
ノ
義
一ヲ

云
二
法
能
得
一レス
ト
人
ヲ

也
意
云
法
ハ
軌
持
也
軌
持
者
持
二ス
ル
自
性
一ヲ

義
ナ
レ
ハ
可
レ
云
法
躰
立
シ
テ
得
ト
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レ
人
ヲ
人
ノ
邊
ハ
非
二
軌
持
ノ
義
一
全
躰
一
味
ニ
シ
テ
其
躰
不
レハ
立
セ
不
レ
云
レ
得
レス
ト
法
ヲ
也

法
云
レヘ
ハ
ト
テ
得
レス
ト
人
ヲ
人
法
各
別
ニ
シ
テ
非
レ
讀G

二ニ
ハ
能
得
所
得
一ヲ

也
為

言
是
ハ
只
假
令
ノ

得
也
疏
鈔
ノ
意
ハ
實
得
也　

私
云
記
意
ハ
今
所
レノ
挙
ク
ル
諸
佛
菩
薩

二
乗
異
生
ハ
花
厳
ノ
果
人
盧
遮
那
所
具
ノ
三
種
世
間
欤
此
果	

五
十
二
丁
右
」

人
ヲ
望
二テ
不
二
一ニ
論
二ト
シ
テ
得
不
得
一ヲ
〈
如
疏
鈔
欤
〉
其
身
心
ニ
有
二ル
ヲ
三
世
間
一
一
ツ
ツ
取
出
テ

望
レテ
法
ニ
問
答
ス
ル
也
若
尓
者
前
番
ノ
菩
薩
二
乗
皆
非
二
因
人
一
也

一
人
師
意
ニ
テ
後
番
ノ
菩
薩
等
如
何
可
レ
得
二
所
入
八
法
一ヲ

乎　

答

有
二
二
義
一
一
ニ
ハ
終
ニ
至
レ
果
ニ
可
レ
得
救H

ノ
意
云
菩
薩
等
ノ
三
モ
至
レ
果
ニ
如
二
諸

佛
一ノ
可
レ
得
二
八
法
一
為

言
鈔
云
菩
薩
等
三
若
能
修
因
亦
能
成
就

文
此
意
欤
二
ハ
八
本
法
ト
者
挙
二
所
入
一
顕
二
能
入
一ヲ

也
修
行
種
因

海
ノ
結
文
可
レ
盡
二ス
三
十
二
一ヲ

故
若
尓
者
菩
薩
等
何
不
レ
得
二
能
入
ノ

佛
一ヲ

乎　

問
尓
者
異
生
ノ
未
レ
入
二
門
行
一
如
何I

　

答
成
二テ
所
化
ノ
機
一ニ

領
二
解
セ
ハ
法
門
一ヲ

何
不
レ
云
レ
得
ス
ト
乎
八
法
通
レル
門
ニ
事
ハ
可
レ
見
二
衆J

釈
一ヲ

也

一
問
前
番
諸
佛
ハ
遮
那
果
人
也
是
ヲ
属
二ス
ト
ハ
因
分
一ニ
何
レ
ノ
師
ノ
釈
ソ
乎
答	

五
十
二
丁
左
」

疏
鈔
ノ
釈
也
鈔
云
大
鈔
判
云
則
四
法
界
十
種
玄
門
皆
約

因
分
例
此
諸
佛
即
属
因
分
文
疏
第
十K

云
雖
是
果
佛
仍
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属
因
分
若
對
果
海
還
成
劣
故
文

一
或
難
云
大
師
ノ
御
意
ノ
云L

問
答
兩
番
義
勢
人
法
相
望
ス
ト
見
リ

若
尓
者
設
雖
二
顕
密
相
望
一ス
ト
以
二
顕
人
一ヲ

望
二
密
法
一ニ
論
二
得
不
一ヲ

有
二
何

相
違
一
乎
何
曲
二テ
論
文
一ヲ

判
二玉
ヘ
リ
人
々
相
望
一
乎
矣

又
様

論
文
ニ
是
摩
訶
衍
法
諸
佛
所
得
耶
文

今
此
文
可
レ
云
三

人
法

相
望
シ
テ
論
二
得
不
一ヲ

乎　

答
依
二ハ
宗
家
ノ
意
一ニ
不
レ
可
レ
尓
也　

今
付
レ
之	

五
十
三
丁
右
」

開
二テ
論
蔵
ノ
施
設
一ヲ

案
二ル
ニ
釈
文
起
盡
一ヲ

以
二
摩
訶
衍
ノ
法
一ヲ

對
二シ
テ
諸
佛
一ニ
起
レ
問
ヲ

人
法
相
望
之
義
誠
以
分
明
也
是
以
慈
行
大
師
ノ
釈
中
ニ
但

可
假
人
設M

同
果
海
不
可
果
海
没
同
假
人
文
解
釈
叶
二
道

理
一ニ
如
何

答
自
レ
元
所
二
存
申
一
任
二リ
宗
家
定
判
一ニ
凡
今
論
ハ
居
二シ
テ
権
實
ノ
中
間
一ニ
判
二ス
ル
カ

顕
密
ノ
優
劣
一ヲ

故
因
果
ノ
諸
佛
相
望
シ
テ
可
レ
判
二ス
得
不
一ヲ

也
且
ハ
第
十
巻
ノ

圓
々
海
諸
佛
勝
ノ
文
專
ラ
顕
二
此
意
一
乎
但
至
二
難
勢
一ニ
者
果
海
ハ
人

法
一
躰
ナ
ル
カ
故
云
二
摩
訶
衍
法
一ト

即
可
レ
人
ナ
ル
也
如
レ
此
成
申
者
不
レ
可

レ
有
二
相
違
一
矣
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註
５	

運
敞
は
「
甚
だ
論
の
本
意
に
背
け
り
」
と
し
、「
甚
の
字
古
本
に
は
有
り
。
印
本
に
無
き
は
脱
な
ら
ん
」
と
指
摘
す
る
。

６	
「
違
二ス

順
前
順
後
ノ

問
難
ノ

例
一ニ
」
に
つ
い
て
、運
敞
は
「
古
本
を
検
ぶ
る
に
、一
に
前
後
の
問
難
の
例
に
順
ぜ
ず
と
作
る
」
と
指
摘
す
る
。
天
和
版
は
「
不

レ

順
二
前
後
ノ
問
難
ノ
例
一ニ
」。

７
「
釈
」
に
つ
い
て
、
運
敞
は
「
本
に
「
見
」
の
字
を
「
釈
」
と
作
る
は
書
誤
な
り
」
と
指
摘
す
る
。

８
「
両
」
に
つ
い
て
、
運
敞
は
「
印
本
に
は
「
両
」
の
字
を
脱
す
。
今
、
古
本
を
以
て
之
を
加
う
」
と
指
摘
す
る
。

９
「
未
」
に
つ
い
て
、「
末
」
の
誤
り
か
。

10 	「
云
」
に
つ
い
て
、
運
敞
は
「
印
本
に
「
云
」
の
字
脱
せ
り
」
と
指
摘
す
る
。

11 	「
無
相
一
一
味
」
に
つ
い
て
、「
無
相
一
味
」
の
た
め
、「
一
」
が
一
つ
不
要
。

12 	「
品
」
に
つ
い
て
、
運
敞
は
「
本
」
の
誤
り
と
指
摘
す
る
。

13 	「
變
」
に
つ
い
て
、
運
敞
は
「
印
本
に
「
反
」
を
「
変
」
に
作
る
は
誤
り
な
り
」
と
指
摘
す
る
。

14 	「
讀
」
に
つ
い
て
、
運
敞
は
「
談
を
読
と
す
る
は
写
手
の
誤
り
な
り
」
と
指
摘
す
る
。

15	

「
救
」
に
つ
い
て
、
運
敞
は
「
故
」
の
誤
り
と
指
摘
す
る
。

16 	「
異
生
ノ

未
レ

入
二
門
行
一

如
何
」
に
つ
い
て
、
運
敞
は
こ
の
一
文
の
訓
点
に
つ
い
て
、「
異
生
ノ

未
二

入
テレ

門
ニ

行
一セ

如
何
」
と
指
摘
す
る
。

17 	「
衆
」
に
つ
い
て
、
運
敞
は
「
疏
」
の
誤
り
と
指
摘
す
る
。

18 	「
十
」
に
つ
い
て
、『
疏
』
巻
五
の
た
め
、「
五
」
の
誤
り
。

19 	「
或
難
云
大
師
ノ

御
意
ノ

云
」
に
つ
い
て
、
運
敞
は
「
印
本
に
一
の
云
の
字
衍
」
と
し
、「
或
ル
カ

難
二シ
テ

大
師
ノ

御
意
一ヲ

云
」
と
書
き
下
す
。

20	

「
設
」
に
つ
い
て
、「
没
」
の
誤
り
か
。
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問
う
、『
論
』
の
文
に
「
是
の
摩
訶
衍
の
法
は
諸
仏
に
得
せ
ら
る
やN

」
等
と
文
り
。
今
此
の
文
は
人
法
相
望
し
て
得
不
を

論
ず
と
云
う
べ
し
や
。

答
う
、
宗
家
の
意
に
依
ら
ば
、
爾
ら
ざ
る
な
り
。

今
之
に
付
い
て
明
ら
か
な
ら
ず
。
夫
れ
前
後
両
番
の
問
答
を
設
く
る
事
は
、
専
ら
因
果
二
分
の
不
同
を
顕
さ
ん
が
為
な
り
。

若
し
今
文
、
因
果
を
尽
く
さ
ば
、
後
番
の
問
答
何
の
用
ぞ
や
。
故
に
知
ん
ぬ
。
果
海
に
於
い
て
法
勝
人
劣
の
義
を
示
す
と

云
う
事
を
。
是
れ
を
以
て
慈
行
大
師
、「
但
し
仮
人
は
果
海
の
実
法
に
没
同
す
べ
し
。
果
海
は
仮
人
に
没
同
す
べ
か
ら
ずO

」

と
釈
す
る
は
『
論
』
の
釈
の
起
尽
に
契
え
り
。
如
何
。

答
う
、
元
よ
り
成
じ
申
す
所
、
宗
家
の
所
判
に
任
せ
り
。
凡
そ
今
の
『
論
』
は
権
実
の
中
間
に
居
し
、
顕
密
の
両
際
を
兼

ね
る
が
故
に
、
三
十
三
法
に
於
い
て
顕
浅
密
深
の
旨
を
示
す
な
り
。
彼
の
第
十
巻
の
摂
不
摂
の
文P

、
既
に
因
果
の
二
仏
相

望
し
て
、
因
仏
は
果
仏
を
摂
せ
ざ
る
旨
を
述
ぶ
。
今
、
得
不
の
問
答
、
何
ぞ
忽
ち
に
相
違
せ
ん
や
。
故
に
大
師
、「
初
め

に
諸
仏
と
言
っ
ぱ
真
如
の
諸
仏
な
り
。
能
く
得
す
と
は
不
二
の
諸
仏
な
りQ

」
と
判
じ
た
ま
え
り
。
実
に
果
海
は
人
法
一

体
な
る
が
故
に
、
人
を
標
し
て
「
是
の
摩
訶
衍
の
法
」
と
云
う
。
因
分
は
人
法
各
別
な
る
が
故
に
、「
八
種
の
法
の
諸
仏
」

と
云
う
な
り
。
然
る
に
人
師
、
人
法
不
二
の
果
分
に
於
い
て
人
法
相
望
の
得
不
を
判
ず
る
意
、
甚
だ
『
論
』
の
本
意
に
背

け
り
。
但
し
両
番
無
用
の
難
に
至
て
は
、
前
番
は
真
生
二
門
に
約
し
、
後
番
は
本
末
二
仏
に
約
す
。
或
い
は
前
は
果
海
を

面
と
し
、
後
は
因
海
を
本
と
す
。
故
に
両
番
の
問
答
、
何
ぞ
無
用
と
成
ら
ん
や
。
次
に
、
人
師
の
釈
、『
論
』
の
意
に
叶
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わ
ず
。
其
の
故
は
両
番
の
問
答
を
ば
因
果
二
分
と
定
め
乍
ら
、
前
番
の
人
を
「
仍
ね
て
因
分
に
属
すR

」
と
釈
し
、
一
人
二

法
の
義
を
成
ず
。
人
既
に
因
人
な
ら
ば
、
何
ぞ
前
番
を
果
分
と
定
む
や
。
加
之
、
後
番
の
「
菩
薩
二
乗
一
切
異
生
も
亦
復

た
是
の
如
しS

」
と
は
、
異
生
等
、
両
重
の
所
入
を
得
す
と
云
う
べ
し
や
。
豈
に
夫
れ
爾
る
べ
け
ん
や
。
是
の
如
く
成
じ
申

さ
ば
相
違
有
る
べ
か
ら
ず
。

重
ね
て
難
じ
て
云
わ
く
、
元
よ
り
難
じ
申
す
所
、
宗
家
の
所
立
を
成
さ
ん
が
為
に
愚
推
の
仮
難
を
致
す
所
な
り
。
凡
そ
不

二
は
所
依
の
総
体
、
三
十
二
は
能
依
の
別
相
な
る
が
故
に
、
勝
劣
浅
深
言
を
待
た
ず
。
何
ぞ
煩
わ
し
く
往
復
の
問
答
に
及

ば
ん
や
。
故
に
知
ん
ぬ
。
人
法
の
勝
劣
、『
論
』
に
未
だ
見
え
ざ
る
の
故
に
之
を
釈
す
と
云
う
事
を
。
況
や
又
、
両
番
の

問
答
を
見
る
に
、
文
勢
既
に
全
同
な
り
。
然
れ
ど
も
、
前
番
を
ば
「
摩
訶
衍
法
」
と
「
諸
仏
所
得
」
と
二
句
に
分
か
ち
て

因
果
の
文
と
為
し
、
後
番
を
ば
「
八
種
法
諸
仏
」
を
該
ね
て
一
句
と
し
て
、
唯
だ
因
分
に
属
す
事
、
甚
だ
以
て
思
い
難
し
。

加
之
、
後
番
に
は
八
種
の
法
の
諸
仏
、
何
物
に
か
得
せ
ら
る
と
云
う
事
見
え
ず
。
又
忽
ち
に
前
番
に
違
え
り
。
故
に
知
ん

ぬ
。
両
番
倶
に
諸
仏
と
法
と
相
望
す
と
意
得
ば
、
文
勢
相
順
し
、
義
理
周
備
せ
り
と
云
う
事
を
。
若
し
前
後
倶
に
因
海
は

果
海
を
得
ざ
る
の
義
を
成
さ
ば
、
何
を
以
て
前
番
を
ば
「
性
徳
円
満
海
」
と
結
し
、
後
番
を
ば
「
修
行
種
因
海
」
と
結
し

た
ま
わ
ん
や
。
但
し
第
十
の
摂
不
摂
は
顕
密
相
望
と
云
う
事
、
共
に
許
さ
ざ
る
所
な
り
。『
大
本
経
』
の
文
は
、
円
々
海

の
果
分
は
遮
那
諸
仏
を
得
す
と
意
得
ば
、
彼
も
又
人
法
相
望
の
摂
不
摂
な
り
。
故
に
人
師
の
『
疏
』、「
然
る
に
彼
の
諸
仏

は
円
円
果
徳
を
成
就
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
諸
仏
劣
な
る
が
故
にT

」
と
判
ぜ
り
。
次
に
、
両
番
の
問
答
、
真
生
本
末
に
約
す

と
云
う
事
、
爾
る
べ
か
ら
ず
。
真
生
本
末
は
廃
立
の
不
同
に
し
て
別
体
の
法
に
非
ず
。
前
番
の
因
仏
、
果
仏
を
摂
せ
ざ
る
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義
顕
る
れ
ば
、
再
び
之
を
挙
ぐ
る
は
何
の
用
ぞ
や
。
摂
義
多
含
の
論
蔵
、
何
ぞ
重
言
無
用
を
成
さ
ん
や
。
又
因
果
を
面
と

す
る
事
、
爾
る
べ
か
ら
ず
。
倶
に
不
二
を
得
ざ
る
義
を
成
ず
る
は
果
分
を
面
と
す
る
に
非
ず
や
。
次
に
、
一
人
二
法
の
事
、

設
い
一
人
な
り
と
雖
も
、
没
同
果
海
と
見
る
辺
を
ば
果
分
に
摂
し
、
因
法
を
摂
得
す
と
見
る
辺
を
ば
因
分
に
属
す
る
な
り
。

因
海
果
海
と
は
所
得
の
法
門
に
約
す
。
必
ず
し
も
能
証
の
人
に
は
非
ざ
る
な
り
。
次
に
、
二
乗
異
生
等
の
事
、
二
乗
異
生

も
因
行
を
修
す
る
時
は
法
を
得
べ
し
〈
為
言
〉。
慈
行
、「
菩
薩
等
の
三
も
若
し
因
行
を
修
す
れ
ば
亦
た
能
く
成
就
すU

」
と
釈

す
る
は
此
の
意
を
顕
す
な
り
。
若
し
所
立
の
如
く
な
ら
ば
、
前
後
の
菩
薩
等
の
三
人
、
何
の
義
を
顕
す
や
。

答
う
、
論
蔵
甚
深
に
し
て
二
教
十
心
の
義
を
含
め
り
。
何
ぞ
密
義
を
知
ら
ざ
る
人
師
の
所
釈
を
以
て
、
深
意
を
得
た
ま
え

る
祖
師
の
高
断
を
難
ぜ
ん
や
。
是
れ
を
以
て
、『
二
教
論
』
に
当
巻
の
得
不
の
問
答
、
第
五
巻
の
五
重
の
問
答
、
第
十
の

摂
不
摂
の
三
処
の
『
論
』
釈
を
引
い
て
顕
密
優
劣
の
的
拠
と
し
、
二
教
浅
深
の
規
模
に
備
え
た
ま
え
り
。
起
尽
を
論
蔵
に

検
べ
た
る
に
、
第
十
巻
に
「
諸
仏
と
言
う
は
即
ち
是
れ
不
二
摩
訶
衍
の
法
な
りV

」
と
文
り
。
則
ち
果
海
人
法
一
体
の
義
を

顕
す
な
り
。
彼
に
准
じ
て
、
今
「
是
の
摩
訶
衍
の
法
」
と
云
う
は
果
仏
な
る
べ
き
義
決
定
せ
り
。
不
二
摩
訶
衍
と
称
す
る

は
人
法
不
二
の
義
に
非
ず
や
。
然
る
に
人
師
、
人
法
一
体
の
果
海
に
於
い
て
人
法
相
望
の
得
不
を
論
ず
る
事
、
尤
も
『
論
』

の
本
意
に
背
け
り
。
因
分
は
人
法
各
別
な
り
。
故
に
「
八
種
の
法
の
諸
仏
」
と
云
う
な
り
。
此
の
義
既
に
分
明
な
ら
ば
、

何
ぞ
顕
相
に
拘
え
ら
れ
て
読
文
の
相
違
を
難
ぜ
ん
や
。
次
に
、
第
十
巻
の
摂
不
摂
、
人
師
の
了
簡
爾
る
べ
か
ら
ず
。
経
文

に
「
其
の
円
々
海
徳
の
諸
仏
は
勝
れ
た
りW

」
と
文
り
。
而
る
に
、『
疏
』
に
「
徳
」
の
字
を
「
得
」
の
字
に
改
め
て
義
を

取
る
事X

、
爾
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
因
果
二
人
相
望
の
証
拠
、
彼
の
文
に
在
る
な
り
。
次
に
、
真
生
本
末
に
約
す
と
云
う
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事
、
前
番
の
真
生
は
十
六
能
入
門
、
後
番
の
本
末
は
十
六
所
入
の
法
な
り
。
法
体
既
に
各
別
な
り
。
何
ぞ
再
び
挙
げ
ざ
ら

ん
や
。
次
に
、
面
と
す
と
云
う
事
、
後
番
は
因
海
を
釈
す
る
因
に
し
て
、
此
の
因
海
も
不
二
を
ば
得
ず
と
云
う
な
り
。
因

海
果
海
の
結
文
、
此
の
意
に
依
る
な
り
。
次
に
、
一
人
二
法
の
事
、
因
果
二
分
を
以
て
法
を
摂
す
る
に
余
無
し
。
若
し
所

立
の
如
く
な
ら
ば
、
二
分
不
摂
の
法
有
る
べ
け
ん
や
。
次
に
、
二
乗
異
生
の
会
釈
思
い
難
し
。
所
得
既
に
所
入
の
法
な
り
。

因
分
修
行
の
時
、
豈
に
之
を
得
す
べ
け
ん
や
。
若
し
果
に
至
て
之
を
得
す
る
と
云
わ
ば
、
諸
仏
の
得
す
る
と
何
ぞ
異
な
ら

ん
や
。
故
に
知
ん
ぬ
。
前
番
の
三
人
は
不
二
の
菩
薩
等
な
る
が
故
に
、因
仏
に
得
せ
ら
れ
ず
。
後
番
は
顕
の
菩
薩
等
な
れ
ば
、

不
二
を
得
さ
ざ
る
義
を
顕
す
な
り
。
先
徳
の
『
指
事
』
に
「
菩
薩
二
乗
と
は
秘
密
曼
荼
羅
の
十
界
な
りY

」
と
釈
し
た
ま
え

る
は
此
の
意
な
り
。
此
の
如
く
成
じ
申
さ
ば
、
御
難
更
に
相
違
無
し
。

一
、
前
番
に
は
「
離
機
離
教
」
と
云
い
、
後
番
に
は
「
有
機
有
教
」
と
云
う
意
は
、
因
果
勝
劣
を
顕
す
と
見
え
た
り
。
而

る
に
人
師
、
果
分
の
人
法
相
望
、
因
分
の
人
法
相
望
と
見
る
。
勝
劣
の
義
を
亡
す
る
を
や
。

答
う
、
是
れ
勝
劣
の
義
な
り
。
一
人
を
置
い
て
互
い
に
果
海
は
法
勝
人
劣
、
因
分
は
人
勝
法
劣
の
義
を
示
さ
ば
、
因
果
の

法
の
勝
劣
は
自
ら
顕
る
る
な
り
。
或
い
は
又
、
人
師
の
意
に
て
は
、
今
の
文
必
ず
し
も
因
果
の
勝
劣
を
顕
す
に
非
ざ
る
か
。

果
海
の
様
を
釈
し
、
因
海
の
様
を
釈
す
る
な
り
。

一
、大
師
の
御
釈
に
付
い
て
八
難
有
り
。
一
に
は
、両
番
の
「
諸
仏
」
の
言
同
な
る
に
何
の
簡
別
有
っ
て
真
如
生
滅
〈
前
番
〉

本
末
不
二
〈
後
番
〉
等
と
釈
し
た
ま
え
る
や
。
二
に
は
、
両
番
の
文
点
の
相
違
〈
前
に
在
り
〉。
三
に
は
、
論
文
は
唯
だ
一

重
の
問
答
と
見
え
た
り
。「
耶
」
の
字
の
起
尽
之
を
思
う
べ
し
。
而
る
に
両
番
倶
に
二
重
の
問
答
と
釈
し
た
ま
う
。
如
何Z

。
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四
は
、「
諸
仏
得
不
故
」
の
問
は
、生
滅
の
仏
、真
如[

の
仏
を
得
す
る
や
と
問
じ
、答
は
「
真
如
不
二
を
得
さ
ざ
る
」
と
云
々
。

鐘
谷
の
応\

に
非
ざ
る
な
り
。
五
は
、
両
番
無
用
〈
先
の
如
し
〉。
六
は
、
結
文
の
事
〈
先
の
如
し
〉。
七
は
、
後
番
の
問
の
起

り
は
八
種
本
法
〈
本
仏
な
り
〉
に
約
す
。
而
る
に
種
因
海
の
結
文
は
本
末
二
仏
に
通
ぜ
り
。
標
結
相
違
す
る
を
や
。
八
は
、

前
番
の
「
是
の
摩
訶
衍
法
は
諸
仏
に
得
せ
ら
る
や
」
の
問
は
摩
訶
衍
法
を
諸
仏
に
望
め
て
問
ず
る
が
故
に
相
違
無
し
。
後

番
は
「
八
種
の
法
の
諸
仏
は
得
せ
ら
る
や
」
と
問
ず
る
が
故
に
、
何
物
に
望
め
て
問
を
作
す
と
云
う
事
見
え
ず
。
順
前
順

後
の
問
難
の
例
に
違
す
。

答
う
、八
難
を
会
せ
ば
、第
一
の
難
は
、聖
智
の
特
高
な
り
。
常
情
の
及
ぶ
所
に
非
ず]

。
但
し
後
番
は
、本
法
の
八
仏
は『
論
』

文
に
顕
れ
た
り
。
能
所
得
の
義
を
以
て
末
法
の
八
仏
并
び
に
不
二
の
諸
仏
を
ば
知
る
べ
き
な
り
。
是
れ
を
以
て
見
上
げ
る

に
、
前
番
の
問
答
は
真
生
不
二
の
相
対
に
非
ざ
れ
ば
何
物
と
か
せ
ん
や
。
同
じ
辞
の
前
後
別
な
る
事
は
、
念
無
異
相
の
如

し^

。次
に
、第
二
の
文
点
相
違
の
難
は
、果
海
は
人
法
不
二
の
義
を
顕
さ
ん
が
為
に
果
仏
を「
是
の
摩
訶
衍
法
」と
云
う
な
り
。

第
十
の
「
諸
仏
と
言
う
は
即
ち
是
れ
不
二
摩
訶
衍
法
」
の
釈
、
其
の
証
な
り
。
人
法
必
ず
別
な
る
べ
く
ん
ば
、
何
ぞ
「
諸

仏
と
言
う
は
即
ち
是
れ
不
二
摩
訶
衍
法
」
と
釈
さ
ん
や
。
後
番
は
因
海
な
る
が
故
に
、
人
法
各
別
な
れ
ば
、「
八
種
の
法

の
諸
仏
」
と
云
う
な
り
。
問
う
、
爾
ら
ば
直
ち
に
仏
を
挙
ぐ
べ
し
。
八
種
の
法
を
挙
げ
て
何
の
用
ぞ
や
。
答
う
、
本
法
の

八
仏
と
は
源
と
本
法
を
証
す
る
仏
な
り
。
若
し
八
種
の
法
を
挙
げ
ず
し
て
只
だ
諸
仏
と
云
わ
ば
、
何
の
仏
と
か
知
る
べ
け

ん
や
。
故
に
「
八
種
の
法
の
諸
仏
」
と
云
う
べ
き
な
り
。
次
に
、
第
三
の
難
は
、
先
ず
二
重
の
問
答
と
見
え
た
る
起
尽
は
、

「
得
不
故
」
の
文
な
り
。「
得
不
故
」、若
し
問
答
に
非
ざ
れ
ば
、「
不
」
の
字
下
れ
り
。「
不
得
」
と
云
う
べ
き
が
故
に
。『
記
』
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に
「
廻
文
未
尽_

」
と
会
せ
り
。
是
れ
枉
げ
た
る
会
釈
な
り
。
若
し
「
諸
仏
得
」
を
ば
問
の
詞
と
し
、「
不
故
」
を
ば
答
の

詞
と
す
れ
ば
、
文
の
任
に
釈
す
る
に
相
違
無
き
な
り
。
但
し
「
耶
」
の
字
の
起
尽
に
至
て
は
、
二
重
の
問
答
に
於
い
て
一

処
に
「
耶
」
の
字
を
置
き
、
一
処
に
は
「
耶
」
の
字
を
置
か
ず
。
証
拠
は
『
論
』
の
第
一
の
帰
敬
序
の
釈
に
、
地
前
の
僧

を
挙
げ
ざ
る
こ
と
を
問
う
と
し
て
、「
若
し
爾
ら
ば
、
何
ん
が
故
に
か
地
前
を
取
ら
ざ
る
や`

」
と
文
り
。
問
の
辞
に
「
耶
」

の
字
を
置
か
ず
。
次
下
に
仏
果
の
僧
を
挙
げ
ざ
る
こ
と
を
問
う
と
し
て
、「
若
し
爾
ら
ば
、
何
ん
が
故
に
か
別
に
挙
げ
ざ

る
耶a

」
と
文
り
。
問
の
辞
に
「
耶
」
の
字
を
置
く
な
り
。
次
に
、
第
四
の
難
は
、
問
略
答
広
は
聖
教
の
常
の
習
な
り
。
次

に
、
第
五
の
両
番
無
用
の
難
は
、
前
番
の
真
如
生
滅
は
能
入
門
に
約
す
。
真
生
の
言
は
専
ら
能
入
門
の
名
な
る
が
故
に
。

後
番
の
本
末
は
両
重
の
所
入
に
約
す
。
法
の
言
は
所
入
を
指
す
名
な
る
が
故
に
。
若
し
爾
ら
ば
、
両
番
何
ぞ
重
言
な
ら
ん

や
。
凡
そ
両
番
の
問
答
を
設
く
る
事
は
、
前
番
は
果
海
を
本
と
す
る
が
故
に
、「
何
ん
が
故
に
か
不
二
摩
訶
衍
の
法
は
因

縁
無
き
や
」
と
問
し
て
、「〈
乃
至
〉
性
徳
円
満
海
是
れ
な
り
」
と
結
せ
り
。
果
分
に
約
す
る
旨
分
明
な
り
。
後
番
は
「
八
種

の
本
法
は
因
縁
よ
り
起
る
」
と
標
し
て
、
乃
至
「
修
行
種
因
海
是
れ
な
り
」
と
結
せ
り
。
若
し
爾
ら
ば
、
設
い
法
門
の
分

斉
同
な
り
と
雖
も
、
能
所
表
裏
等
の
義
別
な
る
が
故
に
、
重
言
に
非
ざ
る
べ
し
。
況
や
又
、
前
番
は
不
二
を
能
入
に
望
み
、

後
番
は
所
入
を
不
二
に
望
む
が
故
に
、
更
に
重
言
の
難
無
き
な
り
。
次
に
、
第
六
の
結
文
の
難
の
事
、
前
番
は
二
門
の
仏

を
挙
ぐ
る
と
雖
も
、
不
二
を
釈
さ
ん
が
為
な
り
。
後
番
は
不
二
を
挙
ぐ
る
と
雖
も
、
本
末
二
仏
を
釈
さ
ん
が
為
な
り
。
故

に
結
文
は
専
ら
釈
段
の
所
存
に
任
せ
て
結
す
る
な
り
。
次
に
、第
七
の
標
結
寛
狭
の
難
、標
結
の
寛
狭
、指
せ
る
難
に
非
ず
。

設
い
寛
狭
有
れ
ど
も
何
の
相
違
か
有
ら
ん
や
。
其
の
上
、
本
法
の
八
仏
を
挙
ぐ
る
事
、
末
法
の
八
仏
に
対
さ
ん
が
為
な
り
。
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既
に
本
法
に
局
ら
ず
。
何
ぞ
相
違
と
成
ら
ん
や
。
又
、
後
番
は
所
入
に
約
す
と
云
う
義
な
ら
ば
、
能
入
は
是
れ
所
入
の
上

の
義
門
な
る
が
故
に
、
所
入
は
法
体
な
れ
ば
法
体
に
約
し
て
種
因
海
と
云
う
。
何
の
相
違
か
有
ら
ん
や
。
次
に
、
第
八
の

難
を
会
せ
ば
、「
八
種
の
法
の
諸
仏
」
と
は
本
法
の
八
な
り
。「
八
種
の
本
法
、因
縁
よ
り
起
る
」
の
文
に
釣
鎖
す
る
が
故
に
。

本
法
の
対
す
る
所
、
末
仏
な
る
べ
き
の
条
、
理
在
絶
言
な
る
が
故
に
、
且
く
之
を
略
す
る
な
り
。
摂
義
の
論
蔵
に
文
句
の

省
を
責
む
べ
か
ら
ず
。

一
、人
師
の
釈
に
付
い
て
七
難
有
り
。一
は
、人
法
不
二
の
果
分
に
於
い
て
、人
法
相
望
し
て
得
不
を
論
ず
る
事
な
り
。二
は
、

前
番
の
二
乗
異
生
、
不
二
を
得
さ
ざ
る
と
云
う
事
な
り
〈
諸
仏
既
に
不
得
な
れ
ば
二
乗
異
生
等
は
勿
論
な
る
が
故
に
。
又
、
得
不

を
論
ず
る
事
、
不
二
を
以
て
所
知
と
す
る
に
約
す
べ
き
が
故
に
〉。
三
は
、
後
番
の
菩
薩
二
乗
等
、
所
入
を
得
す
べ
し
や
〈
先
の

如
し
〉。
四
は
、
菩
薩
二
乗
等
既
に
人
々
相
望
な
り
。
不
二
の
諸
仏
等
も
又
爾
る
べ
き
が
故
に
。
五
は
、「
得
不
故
」
の
文
、

便
な
ら
ざ
る
が
故
に
、
無
際
、「
廻
文
未
尽
」
と
云
々
。
六
は
、
第
十
既
に
「
諸
仏
と
言
う
は
即
ち
是
れ
不
二
」
等
と
云
々
。

人
法
不
二
と
見
え
た
り
。
七
は
、
得
不
の
文
勢
は
第
十
の
摂
不
摂
と
全
同
な
り
。
而
る
に
彼
の
摂
不
摂
の
文
は
因
海
果
海

の
諸
仏
相
望
し
て
、果
海
の
諸
仏
は
因
海
の
諸
仏
を
得
す
と
見
え
た
り
。「
其
の
円
々
海
徳
の
諸
仏
」は
果
海
の
仏
な
り
。「
其

の
一
切
仏
」
は
因
海
の
仏
な
る
が
故
に
。
若
し
爾
ら
ば
彼
れ
既
に
因
果
二
人
の
相
望
な
り
。
是
れ
豈
に
爾
ら
ざ
ら
ん
や
。

答
う
、
先
ず
第
一
の
難
は
、
果
分
は
人
法
不
二
な
り
と
雖
も
、
能
証
所
証
の
義
無
き
に
非
ず
。
能
証
の
辺
を
人
と
し
、
所

証
の
辺
を
果
分
と
す
る
な
り
。
故
に
香
象
の
釈
に
云
わ
く
、「
普
賢
因
人
の
所
了
を
因
分
と
し
、
遮
那
果
人
の
所
了
を
果

分
と
すb

」
と
云
々
。
凡
そ
不
二
而
二
は
一
双
の
法
門
な
り
。
不
二
に
局
っ
て
而
二
を
忘
れ
る
べ
か
ら
ず
。
故
に
果
海
の
仏
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を
果
分
の
法
に
望
む
に
二
の
義
辺
有
り
。
一
は
没
同
果
海
の
義
、
二
は
能
証
所
証
の
義
な
り
。
没
同
果
海
の
義
辺
は
人
法

不
二
の
義
な
り
。
人
を
ば
百
川
に
譬
う
。
果
海
を
ば
大
海
に
譬
う
。
百
川
、
大
海
に
没
同
し
ぬ
れ
ば
、
百
川
の
形
尽
き
て

只
だ
一
味
の
鹹
水
の
大
海
と
成
る
。
能
証
の
智
、
果
海
に
没
同
し
ぬ
れ
ば
、
所
証
の
法
体
の
外
に
能
証
の
相
尽
き
る
が
故

に
、
只
だ
無
相
一
味
の
果
分
の
み
有
る
な
り
。
次
に
、
第
二
の
難
を
会
せ
ば
、
不
二
に
対
し
て
人
法
得
不
を
論
ず
る
事
、

全
く
仏
の
不
二
を
以
て
所
証
と
す
る
義
辺
に
非
ざ
る
な
り
。
凡
そ
三
種
世
間
に
於
い
て
人
法
の
義
有
り
。
人
の
辺
は
、
三

種
世
間
を
其
の
身
心
と
す
る
盧
遮
那
仏
な
り
。
法
の
辺
に
二
有
り
。
一
は
果
海
、
三
種
世
間
の
諸
法
の
各
々
に
自
位
に
居

し
て
他
の
縁
を
待
た
ず
し
て
本
よ
り
成
就
せ
る
処
は
亡
修
離
言
の
果
分
な
る
が
故
に
。
二
に
は
此
の
三
種
世
間
の
上
に
仏

所
説
と
し
て
重
々
の
義
門
を
開
い
て
他
を
教
授
す
る
辺
は
因
分
な
り
。
故
に
、
今
の
菩
薩
二
乗
等
は
三
種
世
間
の
中
の
衆

生
世
間
を
挙
ぐ
る
な
り
。
仮
人
実
法
の
義
と
仏
と
更
に
異
無
き
が
故
に
菩
薩
等
と
云
う
な
り
。
例
せ
ば
、
外
書
の
中
に
百

姓
は
日
々
に
用
う
れ
ど
も
知
ら
ず
と
云
う
はc

其
の
意
全
同
な
り
。
次
に
、
第
三
の
難
を
会
せ
ば
、
先
ず
仏
の
因
法
を
得
す

と
は
、
法
体
は
不
二
の
果
分
な
り
。
此
の
処
は
機
根
の
所
知
の
境
界
に
非
ざ
る
が
故
に
、
諸
仏
、
人
を
度
さ
ん
が
為
に
、

無
名
相
の
法
に
於
い
て
強
い
て
名
相
を
立
つ
る
を
八
種
本
法
等
と
す
る
な
り
。
故
に
仏
の
施
設
仮
立
す
る
所
な
れ
ば
、
諸

仏
、
因
法
を
得
す
と
云
う
な
り
。
菩
薩
二
乗
等
は
所
化
の
機
を
挙
ぐ
る
な
り
。
菩
薩
二
乗
等
の
為
に
施
設
仮
立
す
る
所
の

法
な
る
が
故
に
、
菩
薩
等
の
所
得
と
云
う
な
り
。
凡
そ
能
得
所
得
の
義
は
主
伴
の
有
力
無
力
の
義
な
り
。
法
、
若
し
菩
薩

等
に
依
っ
て
起
る
と
な
ら
ば
、
菩
薩
等
は
主
〈
有
力
〉、
法
門
は
伴
〈
無
力
〉
な
り
。
所
依
は
有
力
、
能
依
は
無
力
な
る
が
故
に
。

但
し
、『
鈔
』
に
は
「
菩
薩
等
の
三
、
若
し
因
行
を
修
さ
ば
亦
た
能
く
成
就
すd

」
と
文
り
。
此
の
釈
は
因
行
を
修
す
と
云
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う
事
、
其
の
意
を
得
難
し
。
但
し
、
機
と
成
る
辺
を
以
て
修
因
と
云
う
な
り
。
若
し
所
修
を
以
て
所
得
と
せ
ば
、
八
種
の

本
法
、
豈
に
二
乗
異
生
等
の
所
修
な
ら
ん
や
。
次
に
、
第
四
の
難
を
会
せ
ば
、
菩
薩
二
乗
等
、
誰
か
人
々
相
望
す
と
云
わ

ん
や
。
此
の
一
段
は
設
い
仏
に
あ
れ
、
設
い
菩
薩
に
あ
れ
、
八
種
本
法
に
対
し
て
問
答
す
と
意
得
べ
き
な
り
。
前
番
の
菩

薩
二
乗
等
を
不
二
に
対
せ
ん
が
如
く
な
り
。
次
に
、
第
五
の
難
を
会
せ
ば
、「
耶
」
の
字
の
起
尽
を
以
て
一
重
の
問
答
と

見
る
事
、先
に
之
を
成
す
が
如
し
。
若
し
爾
ら
ば
、「
得
不
故
」、既
に
答
の
詞
な
り
。
廻
文
未
尽
に
非
ざ
れ
ば
如
何
。
又
、「
得

す
る
こ
と
不
な
る
が
故
に
」
と
読
め
ば
、
設
い
文
を
廻
さ
ず
と
も
相
違
無
し
。
次
に
、
第
六
の
難
を
会
せ
ば
、「
即
ち
是

れ
不
二
摩
訶
衍
の
法
な
り
」
の
釈
は
本
論
の
諸
仏
を
直
ち
に
不
二
法
と
釈
す
る
に
似
た
り
と
雖
も
、
次
に
「
所
以
は
何
ん

と
な
れ
ば
」
と
徴
し
て
、「
此
の
不
二
法
、
彼
の
仏
に
形
ぶ
る
に
其
の
徳
勝
れ
た
る
が
故
に
」
と
釈
す
る
を
以
て
之
を
見

れ
ば
、
本
論
の
諸
仏
を
指
し
て
彼
の
仏
と
す
と
見
え
た
り
。
若
し
爾
ら
ば
、
本
論
の
諸
仏
は
劣
に
し
て
不
二
法
は
勝
れ
た

り
と
云
う
事
、
論
文
に
分
明
な
り
。
故
に
知
ん
ぬ
。
不
二
法
は
直
ち
に
其
の
名
を
呼
ぶ
べ
か
ら
ざ
る
が
故
に
、
劣
な
る
人

を
挙
げ
て
勝
れ
た
る
不
二
を
顕
さ
ん
と
欲
し
て
諸
仏
と
云
う
が
故
に
、「
諸
仏
と
言
う
は
即
ち
是
れ
不
二
摩
訶
衍
法
な
り
」

と
釈
し
た
ま
う
な
り
。
人
師
、「
人
を
以
て
法
を
顕
し
、
劣
を
挙
げ
て
勝
を
顕
すe

」
と
釈
す
る
は
論
意
に
叶
う
者
か
。
此

の
人
法
勝
劣
の
義
を
証
さ
ん
が
為
に
、
引
く
所
の
大
本
花
厳
も
ま
た
豈
に
人
法
相
望
に
非
ざ
ら
ん
や
。
次
に
、
第
七
の
難

を
会
せ
ば
、
第
十
の
人
々
相
望
の
摂
不
摂
の
事
、「
円
々
海
徳
」
の
「
徳
」
の
字
と
「
得
」
の
字
と
意
得
ば
、「
円
々
海
は

諸
仏
を
得
す
」
と
読
ん
で
、人
法
相
望
の
得
不
得
と
意
得
る
に
相
違
無
き
な
り
。
但
し
、「
徳
」
の
字
は
外
書
に
云
わ
く
〈
孝

経
開
宗
明
義
章
〉、「
徳
と
は
得
な
りf

」
と
云
々
。
或
い
は
又
、
文
点
に
云
わ
く
、「
円
々
海
徳
は
諸
仏
に
勝
れ
た
り
」
と
云
々
。
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但
し
、
此
の
義
は
「
勝
」
の
字
下
れ
り
。
廻
文
未
尽
と
云
う
べ
き
な
り
。
所
詮
、
人
師
の
意
は
円
々
海
は
法
な
り
、
諸
仏

は
人
な
り
。
故
に
、
上
下
の
人
法
相
望
し
て
反
覆
し
て
之
を
釈
す
と
見
る
な
り
。
謂
わ
く
、「
其
の
円
々
海
徳
は
諸
仏
に

勝
れ
た
り
。
其
の
一
切
の
仏
は
円
々
海
を
成
就
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
劣
な
る
が
故
に
」
と
読
む
べ
き
な
り
。
上
の
「
諸
仏
」

と
下
の
「
一
切
仏
」
と
は
同
じ
仏
な
り
。
宗
家
の
御
意
は
、
上
の
「
諸
仏
」
は
果
海
の
仏
、
下
の
「
一
切
仏
」
は
因
海
の

仏
と
釈
し
た
ま
え
り
。「
諸
」
と
「
一
切
」
と
は
眼
目
の
異
名
な
り
。
何
ぞ
「
諸
仏
」
を
ば
果
仏
と
し
、「
一
切
仏
」
を
ば

因
仏
と
す
る
や
。

一
、
人
師
の
意
に
て
両
番
の
菩
薩
等
、
如
何
が
意
得
べ
し
や
。

答
う
、
両
番
に
於
い
て
無
際
と
余
師
と
意
異
な
り
。
先
ず
『
疏
』『
鈔
』
の
意
は
二
義
有
りg

。
一
は
、
不
二
を
得
ざ
る
者

を
挙
集
す
る
な
り
。
必
ず
し
も
契
証
の
人
に
約
す
と
に
は
非
ず
。『
法
花
経
』
の
「
筭
師
若
し
は
筭
師
の
弟
子h

」
の
如
く

な
り
。
二
は
、
不
二
は
元
よ
り
本
自
成
就
の
法
な
れ
ば
、
因
果
二
位
に
全
遍
す
れ
ば
菩
薩
二
乗
等
も
契
証
せ
ず
彼
の
中
に

没
同
す
る
な
り
。
既
に
没
同
果
分
な
れ
ば
、
不
二
を
得
ざ
る
な
り
。
故
に
『
鈔
』
に
云
わ
く
、「
則
ち
是
れ
果
分
に
没
同

す
る
と
果
分
に
没
同
す
る
に
非
ざ
る
と
相
待
し
て
而
も
説
く
。
其
の
次
の
三
人
も
此
に
准
じ
て
之
を
釈
すi

」
と
文
り
。
又

云
わ
く
、「
次
の
菩
薩
等
の
三
も
亦
た
仏
に
同
じ
て
果
海
に
没
同
す
。
果
海
は
彼
の
三
に
没
同
す
べ
か
ら
ずj

」と
文
り
。『
記
』

に
云
わ
く
、「
又
諸
仏
は
三
世
間
を
融
じ
て
其
の
身
心
と
す
る
に
由
っ
て
、
其
の
三
世
間
は
惣
聚
し
て
差
別
無
し
。
即
ち

不
二
の
法
は
則
ち
仏
と
法
と
一
体
に
し
て
異
無
し
。
云
何
が
更
に
能
得
所
得
を
説
か
ん
。
故
に
諸
仏
、
彼
の
法
を
得
さ
ず
。

若
し
爾
ら
ば
亦
た
法
は
仏
を
得
さ
ざ
る
べ
し
。
云
何
が
不
二
は
能
く
仏
を
得
す
る
や
。
法
は
軌
持
な
る
に
由
っ
て
諸
仏
を
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得
る
と
名
づ
く
。
能
所
異
に
し
て
得
と
す
る
に
は
非
ざ
る
が
故
にk

」
と
文
り
。
此
の
釈
に
、
三
世
間
一
味
無
差
な
る
を
不

二
と
云
う
。
此
の
不
二
の
面
に
て
は
人
法
の
異
を
見
ず
。
故
に
能
得
所
得
の
二
法
無
く
、「
非
得
」
と
云
う
。
去
れ
ど
も
、

法
、
軌
持
の
義
を
具
足
す
れ
ば
、
法
は
能
く
人
を
得
す
と
云
う
な
り
。
意
の
云
わ
く
、
法
は
軌
持
な
り
。
軌
持
は
自
性
を

持
す
る
義
な
れ
ば
云
う
べ
し
、
法
体
立
し
て
人
を
得
す
と
。
人
の
辺
は
軌
持
の
義
に
非
ず
。
全
体
一
味
に
し
て
其
の
体
立

せ
ざ
れ
ば
、
法
を
得
す
と
云
わ
ざ
る
な
り
。
法
、
人
を
得
す
と
云
え
ば
と
て
、
人
法
各
別
に
し
て
能
得
所
得
を
談
ず
る
に

は
非
ざ
る
な
り
〈
為
言
〉。
是
れ
は
只
だ
仮
令
の
得
な
り
。『
疏
』『
鈔
』
の
意
は
実
得
な
り
。
私
に
云
わ
く
、『
記
』
の
意
は
、

今
挙
ぐ
る
所
の
諸
仏
菩
薩
二
乗
異
生
は
花
厳
の
果
人
盧
遮
那
所
具
の
三
種
世
間
な
る
か
。
此
の
果
人
を
不
二
に
望
ん
で
得

不
得
を
論
ず
と
し
て
〈『
疏
』『
鈔
』
の
如
く
か
〉、其
の
身
心
に
三
世
間
有
る
を
一
ず
つ
取
り
出
し
て
法
に
望
ん
で
問
答
す
る
な
り
。

若
し
爾
ら
ば
、
前
番
の
菩
薩
二
乗
皆
な
因
人
に
非
ざ
る
な
り
。

一
、
人
師
の
意
に
て
後
番
の
菩
薩
等
、
如
何
が
所
入
八
法
を
得
す
べ
し
や
。

答
う
、
二
義
有
り
。
一
に
は
、
終
に
果
に
至
て
得
す
べ
し
。
故
に
意
の
云
わ
く
、
菩
薩
等
の
三
も
果
に
至
て
諸
仏
の
如
く

八
法
を
得
す
べ
し
〈
為
言
〉。『
鈔
』
に
云
わ
く
、「
菩
薩
等
の
三
、
若
し
能
く
因
を
修
し
、
亦
た
能
く
成
就
すl

」
と
文
り
。

此
の
意
か
。
二
は
、
八
本
法
と
は
所
入
を
挙
げ
て
能
入
を
顕
す
な
り
。
修
行
種
因
海
の
結
文
、
三
十
二
を
尽
く
す
べ
き
が

故
に
。
若
し
爾
ら
ば
、
菩
薩
等
何
ぞ
能
入
の
仏
を
得
さ
ざ
ら
ん
や
。

問
う
、
爾
ら
ば
、
異
生
の
未
だ
門
に
入
り
て
行
ぜ
ざ
る
は
如
何
。

答
う
、
所
化
の
機
に
成
り
て
法
門
を
領
解
せ
ば
、
何
ぞ
得
す
と
云
わ
ざ
ら
ん
や
。
八
法
、
門
に
通
ず
る
事
は
『
疏
』
の
釈m
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を
見
る
べ
き
な
り
。

一
、
問
う
、
前
番
の
諸
仏
は
遮
那
果
人
な
り
。
是
れ
を
因
分
に
属
す
と
は
何
れ
の
師
の
釈
ぞ
や
。

答
う
、『
疏
』『
鈔
』
の
釈
な
り
。『
鈔
』
に
云
わ
く
、「
大
鈔
判
じ
て
云
わ
く
、
則
ち
四
法
界
十
種
玄
門
皆
な
因
分
に
約
す
。

此
れ
に
例
す
る
に
、
諸
仏
は
即
ち
因
分
に
属
すn

」
と
文
り
。『
疏
』
第
五
に
云
わ
く
、「
是
れ
果
仏
な
り
と
雖
も
、
仍
ね
て

因
分
に
属
す
。
若
し
果
海
に
対
せ
ば
、
還
っ
て
劣
と
成
る
が
故
にo

」
と
文
り
。

一
、
或
る
が
大
師
の
御
意
を
難
じ
て
云
わ
く
、
問
答
両
番
の
義
勢
、
人
法
相
望
す
と
見
え
た
り
。
若
し
爾
ら
ば
、
設
い
顕

密
相
望
す
と
雖
も
、
顕
人
を
以
て
密
法
に
望
ん
で
得
不
を
論
ず
る
と
何
の
相
違
有
ら
ん
や
。
何
ぞ
論
文
を
曲
げ
て
人
々
相

望
と
判
じ
た
ま
へ
り
。

又
様

論
文
に「
是
の
摩
訶
衍
の
法
は
諸
仏
に
得
せ
ら
る
やp

」と
文
り
。
今
此
の
文
、人
法
相
望
し
て
得
不
を
論
ず
と
云
う
べ
し
や
。

答
う
、
宗
家
の
意
に
依
ら
ば
、
爾
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

今
之
に
付
い
て
論
蔵
の
施
設
を
開
い
て
釈
文
の
起
尽
を
案
ず
る
に
、
摩
訶
衍
の
法
を
以
て
諸
仏
に
対
し
て
問
を
起
す
。
人

法
相
望
の
義
誠
に
以
て
分
明
な
り
。
是
れ
を
以
て
慈
行
大
師
の
釈
中
に
「
但
し
仮
人
は
果
海
に
没
同
す
べ
し
。
果
海
は
仮

人
に
没
同
す
べ
か
ら
ずq

」
と
文
り
。
解
釈
道
理
に
叶
う
。
如
何
。

答
う
、
元
よ
り
存
じ
申
す
所
、
宗
家
の
定
判
に
任
せ
り
。
凡
そ
今
論
は
権
実
の
中
間
に
居
し
て
顕
密
の
優
劣
を
判
ず
る
が

故
に
、
因
果
の
諸
仏
相
望
し
て
得
不
を
判
ず
べ
き
な
り
。
且
つ
は
第
十
巻
の
「
円
々
海
の
諸
仏
勝
れ
た
りr

」
の
文
、
専
ら
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此
の
意
を
顕
す
か
。
但
し
難
勢
に
至
て
は
、
果
海
は
人
法
一
体
な
る
が
故
に
、「
摩
訶
衍
法
」
と
云
う
は
即
ち
人
な
る
べ

き
な
り
。
此
の
如
く
成
じ
申
さ
ば
相
違
有
る
べ
か
ら
ず
。

註
21
『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、六
〇
一
頁
下
）

22
『
通
玄
鈔
』（『
卍
続
』
七
三
、九
二
丁
右
上
）

23
『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、六
六
八
頁
上
）

24
『
十
住
心
論
』
巻
九
（『
弘
大
全
』
第
一
輯
、
三
九
五
頁
取
意
）

25
『
賛
玄
疏
』（『
卍
続
』
七
二
、五
一
一
丁
左
上
）

26
『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、六
〇
一
頁
下
）

27
『
賛
玄
疏
』（『
卍
続
』
七
二
、五
一
一
丁
左
上
）

28
『
通
玄
鈔
』（『
卍
続
』
七
三
、九
二
丁
左
下
）

29
『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、六
六
八
頁
上
）

30
『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、六
六
八
頁
上
）「
大
本
花
厳
契
経
中
に
是
の
如
く
の
説
を
作
す
。
其
の
円
々
海
は
諸
仏
を
得
す
。
勝
な
る
が
故
に
。

其
の
一
切
仏
、
円
々
海
を
成
就
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
劣
な
る
が
故
に
。
彼
の
円
々
海
は
即
ち
此
れ
不
二
な
る
が
故
に
」。

31
『
賛
玄
疏
』（『
卍
続
』
七
二
、四
四
〇
丁
右
下
）「
其
の
円
々
海
は
諸
仏
を
得
す
。
勝
た
る
が
故
に
」。

32
『
釈
論
指
事
』（『
興
大
全
』
上
、
九
八
頁
）

33	

運
敞
は「（
前
番
）諸
仏
は
得
す
や
。
不
な
る
が
故
に〈
得
の
字
の
下
に
耶
の
字
無
く
は
、問
答
に
は
非
ざ
る
べ
き
を
や
〉。（
後
番
）諸
仏
を
得
す
や
。

不
な
る
が
故
に
〈
上
に
同
じ
。
並
び
に
上
の
問
答
に
は
耶
の
字
有
る
に
違
す
〉。
二
重
の
問
答
と
釈
す
と
は
、
宗
家
の
言
に
二
重
の
問
答
と
釈
す
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と
謂
う
に
は
非
ず
。
而
れ
ど
も
解
釈
の
意
、
二
重
の
問
答
と
す
る
が
故
に
」
と
解
説
す
る
。

34	

運
敞
は
、「
古
本
此
の
如
く
大
師
の
釈
に
符
合
す
。
印
本
に
は
不
二
を
真
如
に
作
る
誤
な
り
」
と
指
摘
す
る
。

35	
「
鐘
谷
の
応
」
の
言
は
、『
性
霊
集
』「
鐘
谷
の
応
、
奚
ぞ
其
れ
遅
か
ら
ん
や
（『
弘
大
全
』
第
三
輯
、
四
六
六
頁
）」
に
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

運
敞
は
『
礼
記
』
よ
り
「
善
く
問
を
待
つ
者
は
鐘
を
撞
く
が
如
し
。
之
を
叩
く
に
小
さ
き
を
以
て
す
れ
ば
則
ち
小
さ
く
鳴
り
、
之
を
叩
く
に
大
な

る
を
以
て
す
れ
ば
即
ち
大
い
に
鳴
る
」
と
引
い
て
注
釈
す
る
。

36
『
賛
玄
疏
』（『
卍
続
』
七
二
、四
二
八
丁
左
下
）「
聖
智
の
特
高
、
常
情
の
迨
ぶ
べ
き
に
非
ざ
る
が
故
な
り
。
今
は
論
家
並
び
に
宗
家
を
指
す
」。

37
『
釈
論
』「
離
念
相
と
は
則
ち
是
れ
清
浄
の
義
を
顕
示
す
。
所
謂
る
大
無
明
念
を
遠
離
す
る
が
故
に
離
念
と
言
い
、
四
種
の
無
常
の
相
を
遠
離
す
る

が
故
に
離
相
と
言
う
（『
大
正
蔵
』
三
二
、六
一
五
頁
上
）」「
念
無
異
相
と
は
即
ち
是
れ
行
因
果
相
を
顕
示
す
。
謂
わ
く
、
始
覚
正
念
の
中
に
は
二

種
の
異
相
所
有
無
き
が
故
に
（『
大
正
蔵
』
三
二
、六
一
七
頁
下
）」。
こ
れ
に
つ
い
て
、
運
敞
は
「
前
に
は
念
の
言
を
以
て
大
無
明
念
と
し
、
今
は

始
覚
正
念
と
す
。
豈
に
同
じ
言
の
前
後
別
な
る
に
非
ず
や
」
と
釈
す
。

38
『
記
』（『
卍
続
』
七
三
、一
六
頁
右
上
）

39
『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、五
九
六
頁
上
）

40
『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、五
九
六
頁
中
）

41
『
華
厳
五
教
章
』（『
大
正
蔵
』
四
五
、四
七
七
頁
上
）「
一
に
は
是
れ
性
海
果
分
、
是
れ
不
可
説
の
義
に
当
た
る
。
何
を
以
て
の
故
に
。
教
と
相
応

せ
ざ
る
が
故
に
。
即
ち
十
仏
の
自
境
界
な
り
（
…
中
略
）
二
に
は
是
れ
縁
起
因
分
、
即
ち
普
賢
の
境
界
な
り
」。

42	

周
易
の
『
繁
辞
上
伝
』
に
「
百
姓
日
に
用
い
て
知
ら
ず
。
故
に
君
子
の
道
鮮
し
」
と
あ
る
。

43
『
通
玄
鈔
』（『
卍
続
』
七
三
、九
二
丁
左
下
）

44
『
讃
玄
疏
』（『
卍
続
』
七
二
、五
一
一
丁
右
下
）

45	

良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』「
徳
は
得
な
り
。
天
地
の
道
得
る
時
は
則
ち
日
月
星
辰
其
の
叙
を
失
わ
ず
。
寒
燠
雷
雨
其
の
節
を
失
わ
ず
」（『
大
正
蔵
』

五
七
、五
九
四
頁
下
）。
運
敞
は
「
孝
経
開
宗
明
義
章
」
の
註
に
つ
い
て
、「
或
が
謂
え
ら
く
、
後
人
の
加
う
る
所
か
」
と
指
摘
す
る
。
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46	

運
敞
は
「
疏
鈔
、
菩
薩
二
乗
等
を
釈
し
て
二
義
を
明
か
す
に
非
ず
。
疏
鈔
の
意
を
推
し
て
二
義
有
り
と
見
る
な
り
」
と
釈
す
る
。

47	

『
妙
法
蓮
華
経
』（『
大
正
蔵
』
九
、二
二
頁
上
）

48	
『
通
玄
鈔
』（『
卍
続
』
七
三
、九
二
丁
左
上
）

49	
『
通
玄
鈔
』（『
卍
続
』
七
三
、九
二
丁
左
上
）

50
『
記
』（『
卍
続
』
七
三
、一
六
丁
右
下
）

51
『
通
玄
鈔
』（『
卍
続
』
七
三
、九
二
丁
左
上
）

52
『
疏
』（『
卍
続
』
七
二
、四
四
〇
丁
左
上
）「
此
の
中
の
所
説
の
八
種
本
法
は
是
れ
前
重
な
り
と
や
せ
ん
。
是
れ
後
重
な
り
と
や
せ
ん
。
此
の
八
の

本
法
は
前
後
両
重
に
通
ず
。
汎
く
指
陳
の
言
に
揀
ぶ
こ
と
無
き
を
以
て
の
故
に
、
或
い
は
但
だ
前
重
な
り
。
総
は
別
を
摂
す
る
が
故
に
、
又
両
重

の
八
種
の
本
法
を
挙
げ
て
亦
た
両
重
の
能
入
門
を
摂
す
る
が
故
に
」。

53
『
通
玄
鈔
』（『
卍
続
』
七
三
、九
二
丁
右
上
）

54
『
賛
玄
疏
』（『
卍
続
』
七
二
、五
一
一
丁
左
上
）

55
『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、六
〇
一
頁
下
）

56
『
通
玄
鈔
』（『
卍
続
』
七
三
、九
二
丁
右
上
）

57
『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、六
六
八
頁
上
）

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
聖
憲
、『
釈
論
百
条
第
三
重
』、
得
不
問
答


